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△注意

安全のため、ご使用前に必ずこの取扱説明書

をお読みください。

また、いつでもご覧いただけるよう、大切に

保管してください。
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X750800－0400

sugimoto
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本機の運用について

本機は「移動用発電設備」として電気事業法の適用を受けます。

このたび、電気事業法に基づく「電気設備の技術基準の解釈」の一部が改正され、使用状況に合わせて

下記のような監視が必要になりました。

1．監視方式

　本機（移動用発電設備）を工事現場等に臨時の仮設電源として施設する場合、本機に貼り付けられてい

　る（社）日本内燃力発電設備協会（以下、内発協）の適合マークに応じ、次の2通りの方式での監視が必

　要になります。

〈常時監視方式〉

　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、工事現場等の同一構内で運転状態を監視する方

　式。

〈随時巡回方式〉

　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、本機の管理上必要な頻度で随時巡回して運転状態

　を監視する方式。

（1）内発協の適合マークによる監視方式の違い

①「新適合マーク」が貼り付けられている場合

　　く常時監視方式〉もしくはく随時巡回方式〉のいずれでも運用ができます。

　ただし、「外部燃料タンク」を接続して外部から燃料を連続供給できるよう

　　に施設した場合は、〈常時監視方式〉で運用する必要があります。

　　（〈随時巡回方式〉での運用はできません）

②「新適合マーク」が貼り付けられていない場合

　　く常時監視方式〉で運用する必要があります。
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新適合マーク

（2）本機を工事現場等に施設する条件

　本機はく常時監視方式〉〈随時巡回方式〉に関わらず下記のように施設してください。

①一般電気事業者が運用する電力系統（商用電源）に接続しないでください。

②工事現場等の構内境界線全般に、さく・塀などを施設し、一般公衆が立ち入らない措置を施してくだ

　　さい。

2．保護機能の追加について

　上記マークが貼り付けられている移動用発電設備には、下記の保護機能を追加しています。

　（1）エンジン過回転防止機能

　　　エンジンの回転速度が著しく上昇した場合、エンジンを自動的に停止させます。



はじめに

このたびは、新ダイワの防音型ディーゼルエンジン発電機をお買い求めいただき、まことにありがとうござ
います。

○　この取扱説明書は、本機を安全に正しく使用していただくために作成したものです。

　本機の取り扱いを誤りますと事故や故障の原因となりますので、ご使用前には必ずこの取扱説明書をお読
　みください。

○本機は、電気事業法に基づく移動用電気工作物に該当します。関係法規に従った取り扱い、届け出を行っ
　てください。
　　※関係法令について不明な点がありましたら、お求めの販売店か弊社営業所にご相談ください。

○本機の取り扱いは、この取扱説明書の内容を理解し、安全な取り扱いができる人が行ってください。

○本機を貸し出すときは、必ず取扱説明書を添付してください。

O取扱説明書は、いつでもご思いただけるように大切に保管してください。

△注意
この取扱説明書に従わなかった場合，重大事故に結びつくおそれがあります。

使用者及び管理監督者は，この発電装置の運転操作又は点検整備の前に，この取扱説明書を熟読してくださ

い。

・本書の説明を完全に理解するまで，この発電装置を運転したり整備作業を絶対にしないでください。

・この発電装置の運転は，電気主任技術者の監督のもとで行ってください。

・本書について疑問の点がありましたら，弊社指定サービス工場にお問い合わせください。

・本書はいつも読めるようなところに，大切に保管しておいてください。

・本書を紛失又は損傷した場合は，速やかに弊社指定サービス工場でお求めください。

・この発電装置をリースするときは，本書も必ず発電装置に添付してください。

・ご購入いただいた発電装置に関して，ご不明な点やお気付きの点がありましたら，弊社指定サービス工場

　にお問い合わぜください。

・安全の基本事項につきましては，「あなたの安全のために」の項に説明がありますので，これをよく読み，

　理解してください。

・正しい取り扱いは，お客様の責任です。



はじめに

本文中の安全注意表示
〆

この取扱説明書は，次のように安全注意事項のランクを［危険］　［注意〕として区分してあります。

◇危険取扱いを言呉つた胎に危険な状況が起こりえて死亡又は輔を受ける可甫誰が想

　　　　　　　　　　定される場合です。

△注意欝朧薦繍謙膿皇雰憲定灘る欝野傷を受ける可能

なお，△注意に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。

いずれも重要な内容を記載していますので必ずお守りください。

國絵記号の意味

／

◎
正しい行為を示しています。

禁止の行為であることを告げるものです。

團その他

P 参照するページを示します。



はじめに

資格について
r

この発電装置の設置，運転，保守を行うには，次の資格が必要です。

・クレーンを使って設置する場合

　クレーン運転士免許および玉掛け技能講習を修了された方に限られます。

　　　　　　（クレーン等安全規則　第21，221条）（労働安全衛生規則61条）

・フォークリフトを使って移動さぜる場合

　（1）フォークリフト運転技能講習を修了された方

　（2）職色法に基づく港湾荷役科の訓練を修了された方で，フォークリフトについての訓練を受けた方

　（3）その他労働大臣が定める者

のいずれかの資格を持った方に限られます。（労働安全衛生旧位61条）

・運　転

特に資格は必要としまぜんが，電気主任技術者の管理・監督のもとで運転してください。

（電気事業法第57条）40公局第593号通牒「主任技術者制度の運用について」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和40年7月1日40公局第593号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成2年6月1日2血汐部「第248号改正

・保　守

日常点検：特に資格は必要としまぜん。

定期点検：自家用発電設備専門技術者で，据付工事部門（K）・保全部門（M）の資格を有する方又は可搬式

　　　　　発電設備整備技術者の資格を有する方による定期点検が，法令により義務付けられています。

通商産業省・資源エネルギー庁の通達

　（1）建設工事現場等における移動用電気工作物の取り扱いについて

　　　（60資公部「第192号昭和60年5月23日）

　（2）建設工事現場等における移動用電気工作物の取り扱いの運用細目等について（事務連絡）

　（3）移動用電気工作物の取り扱いについて（昭和41年8月18日付け41公局第495号公益事業局長

　　　通牒）
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あなため安全のために

△注意警告ラベルについて
r

この発電装置には，取り扱い上，特に注意して頂きたい箇所に「警告ラベル」が貼られています。

これら「警告ラベル」の位置及び記載内容については，十分時間をかけて理解してください。

（1）ラベルが完全に読み取れるか確認してください。文字やイラストが読み取れない場合は，ラベルの汚れ

　　を落とすか，ラベルを交換してください。

（2）ラベルの汚れは，布，水や洗剤を使用してふき取ってください。有機溶剤やガソリンは使用しないでく

　　ださい。それらを使用するとラベルの溶着剤が溶けて，ラベルがはがれることがあります。

（3）ラベルが損傷したり，紛失したり，判読できなくなっている場合は交換してください。ラベルを交換す

　　る場合は，必ず同じものであることを確かめてください。新品のラベルについては，弊社指定サービス

　　工場にお問い合わぜください。

唱



あなたの安全のために

〆

【警告ラベルの貼り付け位置】

　　（図はDG450MM）
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あなたの安全のために

r
① ② ③

◇危険 場dC200｝23

　　　　感電
遡転中は出力購子に触れないでくだ

さい。

接続作業奪は遮断器を「GFFまにし、

運転鷹停辻：してから行ってください。

固定用

ロープ掛
　　金具

◇危険 3402・OG『鐙

　　　　けが

薩日中は扉を開け馨いでください。

回転邸に巻ぎ込まれます。

④ ⑤ ⑥
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△注意 箋94ニヨ・ニニ124

△
　　　やけど
濯転中や俘止遷後は、この赫返に

維れないでください。

△注意 婁9ζ二乙・；⊇1．ε

繊
　　　　やけど

薩個中や剛胆轟後は、ラジエータ

キャップを麟けないでください。

熱水蒸気か映き出します。

冷却水
冬期の塞冶壊τは、

Oングライフクーラ

ントまたは不凍液を

適切な潅度でこ硬用

ください。

⑦

「庸毒遮断装置取扱注意ii
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蜜盆のた：め下記の点に注意してください。

G）漏電選断用擾埴蟷予から、付履のアース榛により接

　　壇してください。

（2）典再機器の外穣も捜地してください。

（3）本俸下欄にある外稻援触蠕峯も濱聴してください。

（4）援地は5。5r禰陪2以上のリ㎜ド縁ぞア』ス捧により綴i

　　日田摂が500Ω鞘口になる襟に：行ってください。

（5〕人俸による勤館確認は絶対しないでくだ窓い。

（6）蒲茅間醒蕉による感電累故防比はで毒ません。

（7）詳総は取級謙聰馨をお議みください6

i　　　　　　　　　　　　　　　　　】9402－OO等55

⑧

◇危険 1§δGe一（｝Olεi

　　排気ガス中毒

漢気の悪い場所では．遥転しない

でください。

⑨ ⑩

△注意 崔§4cε．09箋正9

　　　　火災
●懸料給油鱒は、エンジンを蝉止

し火気を近づ1ナなし、でくださし、o

●引火性のある籍や可燃窃は本機

に娠づけないでください。
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於たの由全のために

◇危険4 感電のおそれあり
◇運転中出力端子には角虫れなし、！

運転中，出力端子には絶対に触れないでください。感電

する危険があります。

また負荷の接続などで出力端子に触れるときは，エンジ

ンが停止していることを必ず確認してください。

ノ

釈i繊饗
　　　　　　　／

／ 窯

、

、

◇危険心 排気ガス中毒のおそれあり
〈〉換気の悪い場所では，使用しない！

エンジンの排気ガス中には，健康に有害な成分が含

まれています。運転は，風通しの良い場所で行って

ください。屋内など，換気の悪い場所で運転すると，

「排気ガス中毒」になるおそれがあります。

トンネルや深いくぼ地，屋内などで運転するときは，

十分な換気と排気ガス放出対策を行ってください。

また，風向きにも注意して付近の民家などに排気ガ

スが流れ込まないようにしてください。

◎



あなたの安全のために

◇危険轟葡巻き込まれ
’

けがのおそれあり

◇翻屯回車云部には欄に近付かな川

運転中は，ベルトやプーリ，ファンなどの回転部に

は絶対近付かないでください。

回転部に巻き込まれ，飛ばされたりして，人身事故

を起こすおそれがあります。

点検整備を行うときは，必ずエンジンを停止してく

ださい。

繍
鱗

　
ジ
）
／

））

◇危険4麟墜感電けが， やけどのおそれあり

◇点鰹備を始める前には！

点検整備を始める前には，スタータスイッチのキー

を抜き，スタータスイッチの上に「運転禁止」ある

いはそれに類する札を貼ってください。

点検整備中にエンジンが始動したら大変危険です。

ゼ

ナ



なたの潮全のために

△注意 基本的な安全について
〆

△異常に気付いたら直ちに運転を停止する！

運転中，異音や異臭および異常な振動などに気が付いた

ら，直ちに運転を止めてください。もし，緊急を要する

ときは，非常停止ボタンを押して発電装置を止めてくだ

さい。停止後，原因が分からないときは，弊社指定サー

ビス工場にご連絡ください。これを無視して運転を続け

ると，さらに大きな故障や致命的な事故につながるおそ

れがあります。

〆

△火気厳禁！

燃料，オイル，不凍液（原液）は，引火性の高い可燃物

です。補給や交換などの際には，タバコなどの火気を

近付けないでください。また，発電装置は火の近くで

運転および点検整備を行わないでください。

△改造の禁止！

弊社または弊社指定サービス工場の許可無しに改造

をしないでください。無許可の改造は，安全上問題が

あるばかりでなく，発電装置の寿命を著しく短くする

ことになります。無許可の改造に起因する事故や故障

については弊社は責任を負いかねます。

△仕業点検と点検整備は必ず行うこと！

仕業点検や定期点検を怠ると，多くの不具合が発生

するとともに発電装置の損傷や重大事故につなが

るおそれがあります。（定期点検は，自家用発電設

備専門技術者又は可搬式発電設備整備技術者の有

資格者が行うこと）
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あなたの安全のために

△注意
〆

　　　　　　　　［運搬時］

幽履落下事故に注意

△吊り具の取り扱いに注創

（1）よじれたり，ほつれたりしているワイヤロープ

　　は，切断のおそれがありますので使用しないで

　　ください。

（2）ワイヤロープを取り扱うときは，素線によるけ

　　がを防ぐため，皮手袋を着用してください。

（3）チェーンをよじらぜて使用しないでください。

　　破断の原因になります。

△吊り上げは指定箇所で！

この発電装置は，上部に専用の吊り金具が設けられ

ています。この専用の吊り金具以外では，絶対に吊

り上げないでください。指定箇所以外で吊り上げた

場合，装置が傾くか，さらには落下するおそれがあ

ります。

また，クレーン作業時は吊り具の点検，吊り方やク

レーンの容量に十分注意するとともに，声を掛合い

連携を取りながら慎重に行ってください。

ムワイヤロープの直掛けはしない1

ワイヤロープやチェーンは直接吊り金具に掛けない

で，必ずフック又はシャックル掛けをしてください。

吊り金具で損傷や切損のおそれがあります。

o粥饗ヒ残◎鞍£
　　　一一一一轟

△吊り荷の下への立ち入り禁止1

吊り上げた発電装置の下に絶対人を立ち入らぜな

いでください。もし落下した場合，重大事故につな

がるおそれがあります。

◎キンクぐせが

　　かついている

Φ，，

o
よじれ睡

「
〉

／

ど

資　格

刃

クレーンを使っての設置は，クレーン運転士免許お

よび玉掛け技能講習を終了された方に限ります。

（クレーン等安全規則第21，221条）

（労働安全衛生規則61条）

7



か一の南全のために

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［設置時］

△注意4盈感電と火災事故に注意
〆

△雨中での設置に注意！

雨中で使用すると感電のおそれがあります。

配線ケーブルの損傷，負荷機器及び接続部などに露

出部がないか，運転前に十分点検してください。

△接地（ア＿ス〉は必ず行う！

感電防止のため接地（アース）は必ず行ってください。

接地を怠ると漏電により，感電するおそれがありま

す。

（1）出力端子板の漏電遮断用接地端子（機能接地専

　　用）と外回接地端子（ボデーアース〉及び使用機

　　器の金属製外箱は，必ず個別に接地してくだ

　　さい。

（2）接地工事は、電気工事士等の有資格者が、D種

　　接地工事（接地抵抗500Ω以下）を行ってく

　　ださい。

（3）人体による動作確認は絶対に行わないでくだ

　　さい。
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△屋内配線に接続しない！

発電装置を電力会社の配電線や屋内配線に接続し

て使用すると，法律に触れるばかりでなく，感電や

火災事故の原因となります。また，発電装置が故障

するおそれもありますので絶対に行わないでくだ

さい。
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あなたの安全のために

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［設置時］

△注意幽火災事故に注意
〆

△負荷ケーブルの損傷に注意！

負荷ケーブルが損傷していると，感電や漏電による

火災を起こすおそれがあります。使用前に点検し，

損傷しているものは，修理または交換してください。

△負荷ケーブルの接続に注意！

下記のことを怠るとアークやスパークが発生し，火

災を起こしたり，発熱によって端子が溶損するおそ

れがあります。

（わ負荷ケーブルの接続部は，ほこり等を取り除き，

　　常に清潔にしておいてください。

（2）負荷ケーブルの接続ネジは，しっかりと固定し

　　てください。

（3）負荷ケーブルが他の出力端子と接触しないよ

　　うに注意してください。

（4）適正な太さの負荷ケーブルを使用してくださ

　　い。

△可燃物のそばでは運転禁止！

燃料，オイル，不凍液（原液）は，引火性の高い可燃

物です。火災事故を防ぐため発電装置の据え付け，

運転，保管は，このような可燃物が置いてある場所

を避けてください。

γ

△発電装置の換気に注意！

発電装置内の換気は，常に良好にしておいてくださ

い。発電装置の周囲を囲ったり，箱をかぶぜたりす

ると吸入空気や冷却風が不足し，出力不足や性能低

下の原因になるばかりか，発電装置内の温度が上昇

して火災のおそれがあります。
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なたの｛　のために

］時置設［

意注こ潮カナ‘端意注
△
〆

△傾斜して使用しない！

設置場所の地面が凸凹であったり、軟弱地である場

合は，発電装置が移動したり，傾いたりして周囲の

人にけがをさぜるおそれがあります。やむを得ずこ

のような場所に設置するときには，発電装置が水平

になるように設置してください。

、、◎
　う）篁9”

z
　　／ピ

詔｝い・’一・…一・・驚伊櫛”さw、響与・，＿ヤ・’…．、・．．～、｛・二。・梵，酷ワ，蝦榔ぐA・

△据え付け時の注意！

トレーラ形を据え付ける場合は，水平な場所に止め，

車輪止めを必ずしてください。車輪止めをしていな

いと，発電装置がおもわず動き出したり，付近にい

る人にけがをさぜるおそれがあります。また，運転

中の移動もしないでください。

1

目

口
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「撚
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春 排気ガスに注意
△排気の方向に注意！

排気ガスには，健康に有害なおそれのある成分が含

まれています。

路上などで運転するときは，排気ガスが民家に入ら

ないようにマフラの方向や風向きに注意してくだ

さい。
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あなたの安全のために

△注意4
’

［運転時］

感電事故に注意

△始動前は遮断器が［開・OFF］であること1

発電装置の始動前には，必ず遮断器が［開・OFF］で

あることを確認してください。

もし遮断器が［閉・ON］の状態で始動すると，出力端

子側に人が触れていた場合，感電事故の原因になり

ます。

また，負荷機器が急に動き出し，けがをさせるおそ

れもあります。

△運転中は出力端子カバーを閉める1

運転中は出力端子への接触による感電事故防止の

ため，必ず出力端子カバーを閉めておいてください。
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△注意盈 火災事故に注意
〆

△燃料，オイルの補給時に注意！

（1）燃料やオイルの補給時は，エンジンを止め，付

　　近に火気のないことを確認してください。

（2）過熱した部分や電気部品に燃料がこぼれたり，

　　漏れたりすると火災を起こすおそれがありま

　　す。燃料やオイルがこれらの部品に付着した

　　ら，すぐに拭き取ってください。

（3）燃料やオイルの補給後は，キャップを確実に閉

　　めてください。

△燃料，オイル，冷却水は規定のものを！

燃料，オイル，冷却水は本書に記載している種類と

容量を必ず守ってください。異なった種類のものを

給油，給水することは発電装置の性能を落とすばか

りでなく，火災を起こすおそれもあります。

鯛



な一の南全のために

［運転時］

△注意坐
〆

やけどに注意

△運転中はサイドドアをロックする1

運転中は，発電装置内の回転部に巻き込まれたり，

熱い部分に触れ，やけどをしないように，確実にサ

イドドアを閉めておいてください。

ψ

ムマフラ付近の高温部に注意！

運転中や運転後は，マフラおよびその付近が高温に

なっています。やけどのおそれがありますので，絶

対に触れないでください。

◎ 　く｛　1｛1

　　　｛，　瓢
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

國〃ア
。一

ノ，

ゆ
9

ムラジエータキャップの開閉に注意！

運転中や運転直後には，ラジエータキャップを絶対

開けないでください。運転中や運転直後などの冷却

水温が高いときに，キャップを開けると蒸気や，熱

湯が噴き出してやけどをするおそれがあります。ラ

ジエータキャップを開けるときは，発電装置を停止

し，キャップが素手で触れる程度に冷えてからにし

てください。ラジニ［：一タキャップは，ゆっくり緩め，

ラジエータ内圧を逃がしてから取り外してくださ

い。

△運転中や運転直後エンジンに手を触れない！

幽黙礼

運転中や運転直後のエンジンには，いかなる部分で

も絶対に手を触れてないでください。やけどをする

おそれがあります。

◎
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あなたの安全のために

△注意＿
〆

　　　　　　　［保守・点検時］

嚇盈彪やけど，火災事故に三
主意

△点検整備時は，バッテリの（一）側を外す

電装品の点検を行うときは，必ずバッテリの（一）

ターミナルからケーブルを取り外してください。

バッテリケーブルを接続したまま整備を行うと，

バッチリの（十）からの電流によりショートし，やけ

どや火災を起こすおそれがあります。

　　　髭

ノ啓

ゼ
繭

」
へ

△洗浄のとき，電気部品に水をかけない！

装置を水洗いするときは，すべてのドアを必ず閉め

てください。特に操作パネル内に水がかかると，作

動不良やショートを起こし，誤作動や火災の原因に

なります。もし水がかかってしまったときは，エア

を吹き付けて乾燥さぜてください。

◎

5　楠吻
斯

ムオイル交換時にはやけどに注意！

運転直後，オイルの交換は，絶対に行わないでくだ

さい。

熱せられたオイルが皮膚に付くと，やけどをするお

それがあります。オイルを交換するときは，エンジ

ンが常温になってから行ってください。
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あなたの安全のために

［保守・点検時］

こ引テツくノ畜．
鑛
意注 関する注意

ムバッテリの取り扱いに注意！ ムバッテリ液に注意！

バッテリからは引火性の水素ガスと酸素が発生し

ています。バッテリ近くで火気を使うと，引火爆

発のおそれがありますので取り扱いには十分注意

してください。

（1）バッテリの保守点検（補水，補充電など）時に

　　は，保護メガネとゴム手袋を着用してくださ

　　い。

（2）バッテリの近くでタバコなどの火気を使用し

　　たり，スパークを飛ばさないでください。

（3）バッテリの点検や整備はエンジンを停止して

　　から行ってください。

（4）バッテリの両端子間に工異などの金属を接触

　　さぜないでください。

（5）ターミナルの取り外しは，必ず（一）端子側か

　　ら行ってください。取り付けば，（十）端子側

　　から行ってください。

（6）充電は換気の良い場所で，バッテリプラグを

　　すべて外してから行ってください。

（7）端子はしっかりと取り付けてください。端子

　　が緩んでいると，接触不良によりスパークが

　　発生したとき，爆発のおそれがあります。

（8）電気系統を整備したり，電気溶接を行うとき

　　には，バッテリの（一）ターミナルからケーブ

　　ルを外して，電気が回路に流れないようにし

　　てください。

バッテリ液には，希硫酸を使用しています。取

り扱いを誤ると，失明ややけどの原因になりま

す。

（1）バッチリ液の取り扱いは，必ずバッテリの専門

　　家または取り扱いに習熟した人の指導のもと

　　で行ってください。

（2）バッテリ液が最低液面線以下で使用しないで

　　ください。爆発のおそれがあります。

（3）バッテリ液が皮膚や衣服に付いたときは，直ち

　　に多量の水で洗い流した後，石鹸でよく洗って

　　ください。

（4）バッテリ液が万一目に入ったときは，失明のお

　　それがあります。直ちに多量の清水で洗い，す

　　ぐに医師の治療を受けてください。

（5）バッテリ液を誤って飲んでしまったときは，多

　　量の水でウガイを繰り返した後，多量の水を飲

　　み，すぐに医師の治療を受けてください。
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あなたの安全のために

緊意注△

［保管］

落下事故に注意
〆

△積み重ねの際の注意！

発電装置を積み重ねて保管するときは，落下等の事

故を防ぐため，次の事項をお守りください。

（1）積み重ねは，2段までにしてください。

（2）下側になる発電装置は，固い地盤上に直接水平

　　に置いてください。

（3）下側装置の枕木位置の表示部に角材等を敷い

　　てください。

（4）上側になる発電装置の重心を，できるだけ下側

　　の発電装置の吊り上げ部分に合わぜてくださ

　　い。

（5）重ねる際はできるだけ静かに置いてください。

（6）必要に応じて，ロープで固定するなどの転倒・

　　落下防止処置を施してください。

（7）本機以上の重量機を積み重ねないでください。

枕木指定箇所

囑5



全体構造と概要

r

この発電装置はディーゼルエンジン，発電機，ラジエータ，燃料タンク，バッテリなどの機器と，排気消

音器（マフラ）や発電装置制御盤などを組み込んだ防音エンクロージャとを共通台床に搭載した可搬形発電

装置です。

　（1）全装備状態の装置を中央の吊り金具（1個）により，吊り上げ移動が行えます。

　（2）この装置の上部に最大，同型装置まで，2段積が可能です。

　（3）エンジンと発電機は胴体直結し，防振装置を介して共通台床に搭載しています。

　（4）発電装置制御盤を発電機i側端面に配置し，運転操作を容易にしています。

團装置の特長

1　小形・軽量・高出力

　　　高出力ディーゼルエンジンを塔載。

　　　ブラシレス・胴体直結のコンパクトな発電機i。

　　　合理的なパッケージング技術により据え付け面積（全長×全幅）を縮小。

2　操作・保守が容易

　　　発電装置制御盤（操作パネル）で発電機とエンジンを集中操作，集合計器パネルで監視も容易。

　　　制御盤計器パネルは外部から視認でき，ドアの開閉とパネルの操作が容易です。

　　　冷却水リザーブタンクや外部燃料供給ロにより長時間運転と点検が容易。

3　高品位の電力を供給

　　　強力なダンパ巻線の採用により、波形歪みを抑えた高性能ブラシレス発電機。

4　低公害

　　　防音エンクロージャによって，装置周囲の騒音を低下させた低騒音仕様。

　　　防振装置を用いて装置の振動を少なくするとともに，設置面への振動伝達を減少。

5　高信頼性

　　　発電装置用として実績のある高出力ディーゼルエンジン。

　　　発電機やエンジンの保護装置を完備して，万一の故障でも重大事故を防止。

6　　移動・保管が容易

　　　小形軽量で吊り上げ，移動に掛かる費用を節減，吊り金具付でフック掛も簡単。

　　　据え付け面積が小さく，高剛性の装置で2段積保管が可能。

咽6



各部の名称

r
（図はDG450MM）
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運転装置について
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No 名　　称 機　　能　　説　　明
1 スタータスイッチ 予熱：気温が低いときに使用し，エンジン吸入空気を暖めて始動を良好にし

@　　ます。

運転：発電装置制御に必要な電源が［ON］入状態を保ちます。

@　　装置を使用しないときは，バッテリ電力の空費を防ぐために停止位置
@　　ヘキー操作しておいてください。

停止：エンジンが停止します。制御電源も［OFF］切となって装置は完全に停

@　　止状態となります。

@　　発電装置が非常停止した場合，修理後再始動するときは，キーを一度

@　　この位置にすることで，再始動することができます。

始動：始動します。キーから手を離すと運転位置に戻ります。

2 予熱灯 予熱すると赤くなり，予熱完了であることを知らぜます。

3 調速ハンドル エンジンの回転速度を調整して，周波数をセットします。

iDG600MMの場合）周波数を変えるときには、必ず周波数切替スイッチ
�A使用する周波数側に切り替えてください。

4 水温計 エンジンの冷却水温度を示します。定格時：70～95℃
n動直後、水温が50℃以下の時は大きな負荷に給電しないでください。

5 油圧計 エンジンオイルの圧力を示します。・DG450MM　　アイドル時：O．5x100kPa（（）5kgf／cm2）以上

@　　　　　　　　　定格時　　：2．O～4．9x　100kPa（2～5　kgf／cm2）・DG600MM　　アイドル時：0．45MPa（1．5kgf／cm2）以上

@　　　　　　　　　定格時　　：029～0．59MPa（3～6　kgf／cm2）
ノ
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運転装置について

〆 、

NO． 名　　称 機　　能　　説　　明
6 非常停止ボタン
i警報テスト機能付）

このボタンを押すと，発電装置は年回路用遮断器をOFF状態とし停止しま
ｷ。運転中，非常事態や異常があったとき押してください。

ﾜた停止中，スタータスイッチ「運転」位置において，このボタンを押すと

x報表示灯がすべて点灯し，警報装置が正常に作動するかテストすることが

ﾅきます。

7 制御電源表示灯 スタ一病スイッチを運転位置に操作するとバッテリから制御電源が供給され

ﾄ点灯します。

8 警報表示灯 装置に故障が発生したときに点灯します。

9 発電表示灯
iパネルライト兼用）

エンジン運転時点灯し、発電していることを示します。

ﾜた、操作パネル面を照らします。

10 電圧計 電圧を表示します。　定格電圧　50Hz：200V，60Hz：220V

11 電圧調整ダイヤル 電圧を調整します。（右回転で上昇，左回転で降下）

12 電流計切替スイッチ 切り替えた相（R・S・T）の電流値が電流計に表示されます。

13 電流計 電流計切替スイッチで選択した相の電流を表示します。

闃i電流以上の負荷をかけないように注意してください。

闃i電流

EDG450MM　　50Hz：107A，60Hz：118A
EDG600MM　　50日z：144A，60Hz：157A

14 周波数計 給電周波数を表示します。

15 漏電遮断装置 負荷側の地絡（漏電）を検出し，三相および単相ブレーカを遮断さぜます。

16 三相ブレーカ 三相出力の負荷側への給電を開閉（OFF，ON）します。

演ﾗ側の短絡や過負荷使用、また漏電発生時に遮断して、負荷側への給電を

竡~させます。

17 三相ブレーカ
eストボタン

三相ブレーカが正常に動作するか確認できます。

eストボタンを押すと、レバーが「ON」と「OFF」の中間位置で止まれば正
墲ﾅす。この場合、ハンドルを一旦rOFF」の位置まで押し下げることによ
閨A再び「ON」できる状態になります。

18 単相ブレーカ 単相出力の負荷側への給電を開閉（OFF，ON）します。

演ﾗ側の短絡や過負荷使用、また漏電発生時に遮断して、負荷側への給電を

竡~さぜます。

19 単相ブレーカ
eストボタン

単相ブレーカが正常に動作するか確認できます。

eストボタンを押すと、レバーが「ON」と「OFF」の中間位置で止まれば正
墲ﾅす。この場合、ハンドルを一旦rOFF」の位置まで押し下げることによ

閨A再びrON」できる状態になります。

20 時間計 発電装置運転時間を表示します。保守点検時間の目安にしてください。

21 周波数切替スイッチ

iDG600MM）
周波数を変えるときには、必ずこのスイッチを、使用する周波数側に切り替

ｦてください。

?g数切替スイッチは、操作パネル内部にあります。

㌧ ノ

量⑪



運転装置について

〆

團　保護警報装置

発電機とエンジンの運転中の異常を検知し，異常項目を点灯表示します。重大な異常（重故障）が発生した

場合は，遮断器をOFF状態にする（過回転時を除く）と同時に、エンジンを停止します。停止した場合は，

点検し故障箇所を修理（「故障診断と処置」の頁参照」）した後に再始動してください。なお異常停止した

後，再始動するときは，スタータスイッチのキーを一度「停止」位置にしてください。これにより保護i機

能がリセットされます。

異常項目 異　常　の　内　容
遮断器OFF／

Gンジン停止

表示

油圧低下 潤滑油圧が、約O．5x100kPa｛05kgf／cm2｝ ○ ○

以下（DG450MM）、約0．15MPa｛1．5kgf

重 ／cm2｝以下（DG　600MM）になった場合

故 水温上昇 冷却水温が約100℃を超過した場合 ○ ○

障 過電流 三相出力が過大になった場合 ○ ○

地絡 漏電が発生した場合 ○ ○

過回転 エンジンの回転速度が著しく上昇した場合 ○ ○

軽 エアクリーナ目詰 エアクリーナが目詰まりした場合 ○

故 充電異常 バッテリ充電系統が異常になった場合 ○

障

注記：過回転でエンジン停止した際は，遮断器はOFFになりまぜん。

　　　充電異常は，エンジン始動前キースイッチが「運転」の位置で点灯していますが，異常ではあり

　　　まぜん。エンジンの回転が上昇すると消灯します。

／0観。晶露冒ε画

○碑。轡辱IL蕪ss「

○沓G潮τε占田罫

○過　電　流　OV蓬震C”照醸7

○地E＿脚絡
○充餓黒甕器目常

○濡論儲タ臓
○過　回　転　OVE段　R蔭VOLUτ10N

露噸



運転装置について

〆

園　漏電遮断装置

本機は、感電事故防止のため漏電リレーより信号を受けてブレーカー

　を遮断さぜる漏電遮断装置を装備しています。

使用機器の絶縁不良などにより漏電が発生したとき、すみやかに電路

　を遮断します。

　漏電リレーの仕様は次の通りです。

　　○　　　　定格感度電流　　30mA以下（接地抵抗500Ω以下）
　　○　　　　作動時間　　　　0．1秒以内

鷹
O
闇
Q

嚇
O
雌
Q

圖　サーモラベル

発電機の温度が異常に上昇し，一定の温度を超える

と発色するサーモラベルを貼ってあります。

・発電機固定子巻線温度

発電機胴体に貼ってあり，サイドドアを開けて点検

してください。サーモラベルが発色した場合，各相

の負荷電流を点検し，定格値を超過しているときは，

負荷を取り除いて発電機を十分に冷却してくださ

い。冷却しても温度が下がらない場合は，装置を停

止して弊社指定サービス工場へご連絡ください。

・発電機軸受温度

軸受カバー端部に貼ってあります。サーモラベルが

発色した場合，発電機軸受に異常がないか点検して

ください。

注記：サーモラベルは一度発色するともとの白には

　　戻りまぜん。

壌へ

　　｝1

つ／

　　　　　　　　サーモラベル
　　　　　らし
　発

　　　／づ

サーモラベル

㊥

口
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虹

／
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設置

〆

國　一般的注意事項

発電装置は運転の際，ディーゼルエンジンの燃焼用や冷却用と発電機の冷却用とに多量の新鮮な空気を必

要とします。またエンジンの排気ガス中には人体に有害な成分が含まれているため，設置には次の一般的

事項も含めご注意くたさい。

◇危険
・換気不良な場所（トンネル，深いくぼ地，屋内）では，十分な換気と排気ガス放出対策を行ってくださ

い。これを怠ると「排気ガス中毒」事故を起こすおそれがあります。

△注意
・人家，通路等の付近では，排気ガスの流れる方向や，地域の騒音規制に十分配慮してください。

・砂塵や塩分の多い場所ではエアクリーナ，ラジエータの目詰まりや腐食，摩耗が早まるので，保守管理

を十分行ってください。

・発電装置は，十分な強度を有する場所へ水平に据え付けてください。傾斜する所へは，設置しないでく

ださい。

・燃料，オイル，不凍液（原液）は，引火性の高い可燃物です。火災事故を防ぐため発電装置の据え付け，

運転，保管は，このような可燃物が置いてある場所を避けてください。

・発電装置内の換気は，常に良好にしておいてください。発電装置の周囲を囲ったり，箱をかぶぜたりす

ると吸入空気や冷却風が不足し，出力不足や性能低下の原因になるばかりか，発電装置内の温度が上昇

して火災を起こすおそれがあります。

・雨中で使用するときは，簡単な小屋（テントなど）をかけてください。感電するおそれがあります。

團　屋外設置

（1）発電装置の冷却風入ロ（右側、前面）から新鮮な空気が吸入でき，砂塵や塩分が侵入しないようにして

　　ください。

（2）冷却編出0と排気ガス晶晶（エンジン前方上部）の上方には障害物を置かないでください。

國　屋内設置

（1）発電装置の周囲には適当な空間を設けてくたさい。

　　（ドアの開閉，燃料補給，運転操作，ケーブルの取り出し）

（2）建物内の換気を十分に行い，排気ガス出ロから建物外に排気管を設け’てください。

（3）排気ガスが冷却風入日に再吸入されると，エアクリーナの目詰まりを生じ，エンジントラブルの原因

　　になります。

（4）換気を十分に行えない場合，冷却風出ロからダクトで建物外に排風してくたさい。

（5）発電装置を基礎に固定する場合，アンカボルト同穴を利用してください。

（6）付属の防振装置はすべての振動条件に適合するものではありまぜん。必要に応じ追加の防振装置を設

　　置してください。

羅3
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團移動

クレーンによる吊り上げ，吊り下ろし

△注意
・吊り上げに使用するワイヤロープやチェーンに異常がないか点検してください。

・ワイヤロープを取り扱うときは，素線によるけがを防ぐため，皮手袋をしてください。

・この発電装置には，上部に専用の吊り金具が設けられています。この専用の吊り金具以外では，

絶対に吊り上げないでください。指定箇所以外で吊り上げた場合，装置が傾くか，さらには落下

するおそれがあります。

△注意

・吊り上げるときは，ワイヤロープやチェーンを直接吊り金具に掛けないで，必ずフック又は

シャックル掛けをしてください。

・ワイヤロープやチェーンを直接吊り金具に掛けると，ロープの損傷やチェーンの切損のおそれ

があり危険です。

・専用フックは，使用荷重を確認するとともに定期検査を必ず実施してください。

・吊り上げと下ろしのクレーン操作では，装置に大きな衝撃を与えないように，できる限りゆっ

くり巻き上げと蕎地を行ってください。

・クレーンによる移動中は，装置の真下に人が立ち入らないように注意してください。

吊り金具

発電装置中央の上部に吊り金具を1か所装備しています。

ここに吊り貝を掛けてください。

鴛4
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r

闘接地（アース）

臆△
・感電防止のため接地（アース〉は，必ず行ってください。接地を怠ると漏電により，感電するおそれ

があります。

・人体による動作確認は絶対に行わないでください。

・避雷針用接地場所から2m以内の場所には接地しないでください。

・他の機器の接地線とは共用しないでください。

・アース線を水道管，ガス管に接続しないでください。

接地工事は、電気工事士等の資格者が、つぎの3箇所すべてにD種接地工事（接地抵抗500Ω以

下）を行ってください。

　　○本機の漏電遮断用接地端子

　　○本機の外箱接地端子

　　○使用機器の金属製外箱

注記・N相（中立相）は，接地しないでくたさい。N相が接地されていると，漏電検知が正常に行

　　　えません。

　　・使用機器に接地工事が行えない場合は、お求めの販売店か弊社営業所にご相談ください。

漏電遮断用接地端子 本機の外箱接地端子

も

アース檸

も

隔

0

，

髭
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圏　外部燃料タンクを設置するとき

△注意

・外部燃料タンク内部の水やごみを吸い込まないよ

　うに，外部燃料タンクは水抜き〕ック付きのもの

を使用し，発電装置への配管は外部燃料タンクの

底面から15～20mm上方に取り付けてくださ

　い。

・外部燃料タンクは，常に液面が発電装置の接地面

に対し，O～3m上方になるように設置してくだ

さい。

・外部燃料タンクを接続するときは，燃料入ロと戻

　りロの切り換えコックが内部燃料利用位置に

なっていることを確認し，外部燃料タンク接続後

に切り換えコックを外部燃料利用位置にしてく

ださい。

・外部燃料タンクへ給油する場合は，水やごみが入

　らないように十分注意してください。

・外部燃料入ロから供給する場合は，必ず戻りロも

接続して外部燃料タンクへ燃料を戻してくださ

　い。発電装置の燃料タンクがオーバフローして過

熱部分に触れると火災になるおそれがあります。

・外部燃料タンクからの配管を取り外す時は，切り

換えコックは必ず内部燃料利用位置にし配管を

はずしてください。外部燃料入ロと戻り0には密

封用プラグを取り付けてください。

15～
　20㎜

0～3m

oo

長時間運転を行うときは，外部からの燃料を利用す

　　　　　　蟹蟹

　　　　　　　倉燃鞭・

野膿　　　　　題
電エンジンへ

ると便利です。その場合，燃料入ロと戻りロの切り

換えコックは図のように操作し，燃料の戻りが外部

燃料タンクへ流れるようにしてください。

倉

謄・
　　　．／’
乙／
　・／

驚．極
惣
團

　／、
／∠
o　，／ト

　　、
　
簡
畠
弩
激
金
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設　置

〆

圏　使用負荷ケーブルについて

使用ケーブルは，ケーブルに流すことのできる許容電流と発電装置から負荷までの距離を考慮のう

え，十分な太さのものを使用してください。

ケーブルに流れる負荷電流が許容電流を超えると過熱により焼損したり，また長さに対して細過ぎ

ると電気器具の入力電圧が下がり，仕事量が低下したり，電気器具が作動しないことがあります。

函ケーブルの電圧降下を求める簡略式

〇三相三線式の場合

　　　　　　　　　　　1　　　　長さL（m）
電圧降下（〉）＝

58
×

太さS（mm2）

×　電流kA）　×　∫3

○単相二線式の場合

　　　　　　　　　　1　　　　長さL（m）

　電圧降下（V）＝　　　　×　　　　　　　　×　電流kA）　×　2

58 太さS（mm2）

國負荷ケーブルの選定表

（例1）使用電圧が220Vで、電圧降下を11Vとしたとき。

　　　三相三線式　キャブタイヤケーブル単三の太さS （単位：mm2）

　　長さL

d流1
50m以下 75m 100m 125m 450m 200m

50A 8 14 14 22 30 30
100A 14 22 30 38 50 60
200A 38 50 60 80 100 125

（例2）使用電圧が100Vで、電圧降下を5Vとしたとき。

　　　単相二線式　キャブタイヤケーブル適評の太さS（単位：mm2）

　　　長さL

d流1
50m以下 75m 100m

10A 55 5．5 8
20A 8 14 22
30A 14 22 22
50A 22 30 30
100A 30 50 60

回
1帯S曜）組子

　　　　　　　　　　　　己1痩2

露7



設　置

囲　負荷ケーブルの接続

〆

◇危険

出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずすべてのブレーカーを『OFF』にし、

エンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行ってください。その間、キーは作業する人が保管

してください。

△注意
交流出力を屋内配線に接続しないでください。

〈注意〉

　○　負荷の接続は本機i出力の1／3が各相（R・S・T）に均等に掛かるように接続してください。

　〇　三相・単相出力を同時に使用する場合は、各相に流れる電流が本機の定格電流以下となる

　　　ようにしてください。

　〇　三相出力を使用する場合は、単相出力が低下しますので注意してください。

　○　単相出力端子とコンセントはR相，T相を使用しています。

1．三相出力端子

　國三相負荷の場合

　　○端子電圧は200V／220V（50Hz／60Hz）です。

　　β
　　負荷

國単相負荷の場合

　○端子電圧は115＞／127V（50Hz／60Hz）です。

し　　ノ　　し　　ソ　　ロ

｛》讐〔」β

負荷負荷負荷

露総



設　置

〆

國単相負荷の場合

　○端子電圧は200V／220＞（50Hz／60Hz）です。
R　　S　　T N

○　　○　　○ ○

し　ノ　　し　　ノ　し　　ノ

』L｛〕」o
負荷負荷負荷

2．単相出力端子

　翻出力端子およびコンセント

　　○端子電圧は100＞／110V（50Hz／60Hz）です。

　　　　　　Wl　WO

もぎ　○○

W1－WO

CON3

U1－UO

　　　　　↓

COM

㎜◎
　　　　↓

合計

合計

総合計

〇三相出力を使用しない場合、各端子およびコンセントで使用できる電力は以下の通りです。

・DG450MM （kVA）

U1－UO W1－WO CON　1 CON2 CON3 CON4 合計 総合計

50Hz 7．5 7．5 t5 t5 t5 1．5 7．5 15．○

60Hz 825 8．25 1．65 1．65 1．65 t65 8．25 16．5

・DG600MM （kVA）

U1－UO W1－WO CON　1 CON2 CON3 CON4 合計 総合計

50Hz 9．○ 9．O t5 圭5 圭5 t5 9．0 18．0

60Hz 9．9 9．9 t65 1．65 t65 1．65 9．9 198

璽騒



運転操作

［運転準備（仕業点検）］
〆

國　発電装置内の点検

サイドドアを開け，発電装置内に燃料，冷却水，

オイルの漏れがないか点検してください。

もし漏れがあるときは，その原因を確かめ，原因を

解決してから始動してください。

團　燃料タンクの油量点検

△注意

燃料は指定のものを使用し，規定量以上入れないで

ください。火災のおそれがあります。

燃料タンクに燃料が，満タンに入っていることを燃

料レベルゲージで確認してください。

不足していたら，指定の燃料を満タンになるまで補

給してください。

注記：運転中に燃料切れになると，燃料系統のエア

　　　抜きが必要となります。（下記参照）

團　工ア抜き操作

本発電機は自動工ア抜き回路付ですから，燃料を補

給した後，スタータースイッチを「運転」の位置に

します。約120秒でエア抜きが完了します。

囲　エンジンオイル量の点検

オイルレベルゲージに付着したオイルの位置がr最

高線」と「最低線」の間にあれば正常です。

不足していたら，指定のエンジンオイルを補給して

ください。

注記：オイルレベルゲージは，一度ゲージに付着し

　　　ているオイルをきれいにふき取り，その後，

　　　差し込んでオイル量がどの位置にあるか点

　　　検してください。

し

／

燃料注入口

ノ

認
　
馬
　
　
り

＄㊨



運転操作

［運転準備（仕業点検）］
〆

團　冷却水量の点検

　　　　　　　　△注意

ラジエータの冷却水量の点検は，エンジン運転中や

停止直後を避け，水温が低いときに行ってください。

やけどをするおそれがあります。

冷却水は，暖かいときにリザーブタンクのFULL～

しOWの間にあれば正常です。不足していたら冷却水

をFULしレベル付近まで補給してください。

注記：補給する冷却水は，すでに注入してあるLLC

　　　の混合割合と同じものを用いてください。水

　　　だけの補給はしないでください。

月に1度，冷却水が十分に冷めてから，ラジエータ

キャップを開けて，満水になっていることを点検し

てください。水位が低い場合は補注水した後に運転

し，冷却水が十分に冷めてから再点検します。これ

でも満水にならない場合は，サービス工場にご相談

ください。

ウ＼i証’ 灘

團　警報表示灯テスト

1スタータスイッチのキーを［運転］位置に回しま

　す。

2非常停止ボタンを押し，すべての故障表示灯が点

　灯することを確認します。もし点灯しないときは

　弊社指定サービス工場にご相談ください。

3雪



運転操作

〆

国　三相・単相ブレーカのトリップテスト

テストボタンを押し，主回路遮断器がトリップ状態

（［開・OFF］と［閉・ON］の中間位置）になる

か確認します。

確認後，レバーをいったん［開・OFF］位置に下げ

ないと，　［閉・ON］位置にはできまぜん。

蟹0

oFF

●　漏電遮断装置テスト

テストボタンを押し，三相・単相ブレーカがトリップ

状態になるか確認します。

鷹
O
㎜
O

燃
O
鮒
Q

置　サーマルリレー（過電流継電器）テスト

サーマルリレーのカバーを開け、矢印方向に押し，

主回路遮断器がトリップ状態になるか確認します。

復帰方式は自動復帰としています。

闘　運転準備終了時

運転準備（始業点検）が終了したら，サイドドアを必

ず閉めてください。

3露



運転操作

［始　動］
〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△注意

・始動前には遮断器が［開・OFF］であることを確認してください。感電やけがのおそれがあります。

・エンジンや発電機の危険箇所に人が立ち入っていないことを確認してください。感電やけがのおそれが

あります。

・運転中は，出力端子への接触による感電事故を防ぐため，必ず出力端子カバーを閉めておいてください。

・運転中は，発電装置内の回転部に巻き込まれたり，熱い部分に触れ，やけどをしないように必ずサイド

　ドアをロックしておいてください。

1　　固定ナット　廟速ハンドル 2 3

鱒！　　、醜 　　ダ
¥熱 ふ

醐叉　　ユ髄　　　　●

始動

リリー　　タン 戸
ト塵一鹸アイドリング⇔ゆ逐翰　　圏随 ’

’一

固定ナットを解除の方向に回し、 気温が低いときは，予熱灯が赤く スタータスイッチのキーを

リリースボタンを押して調整ハン なるまでスタータスイッチの 〔始動］に回して，エンジンを

ドルを［アイドリング］側にセット キーを［予熱］に回します。 始動します。

します。

4　　　　　　　運転
@　　　　　　　　　　、

エンジンが始動したら，キーか

邇閧�｣します。キーは自動的

に［運転］に戻ります。

・スタ一槍の連続使用は，10秒以内にとどめてください。10秒回しても始動しないときは，一旦キー

を［OFF1に戻して30秒ほど時間をおいてから再始動してください。

・予熱するときは，次の範囲の時間内で行ってください。

崖　　　ミ∈ヨ
k㍉　ノエ皿 一5～一15℃ 一15～一30℃

予熱時間 20～40秒 40～60秒

半れ以上の時間で予熱を行うと，バッテリ容量が早く低下したり，グ〔｝一プラグの寿命も縮めてしま

います。

33



運転操作

［暖機運転］
〆

　　　　　　　　　△注意

・暖機運転は長時間行わないでください。

シリンダ内にカーボンがたい近し，燃焼不良を起

こすことがあります。

・異常に気付いたら，直ちに運転を停止してくださ

い。異常を無視して運転を続けると，さらに大き

な故障や致命的な事故につながるおそれがありま

す。

始動したらエンジンが暖まるまで，5～10分間無

機運転してください。

團　暖機運輪中に行う事項

○潤滑油圧の点検

　圧力計で油圧が正常か点検してください。

温潤滑油標準圧力
iアイドリング時）

DG450MM
0．5x　100kPa

o0．5kgf／cm2｝以上

DG600MM
Oj　5MPa
o1。5kgf／cm2｝以上

峯塑

注記：始動直後は，オイルの温度が低いため標準

　　　より高い圧力を示しますが，異常ではあり

　　　まぜん。温度が上がるにつれて正常圧力に

　　　なります。

○異常音，異常振動の点検

　異常音，異常振動がないか点検してください。

　異常音，異常振動があった場合，非常停止ボタン

　を押して，エンジンを停止してください。

＄轟



運転操作

［運転準備］
〆

国　周波数切替スイッチの確認（DG600MM）

操作パネルを開いて、内部の周波数切替スイッチが

使用する周波数に正しくセットされているか確認してください。

漏藩鋤習
i
　　50Hz

i

i◎
｝　608z

團　エンジン回転速度の調整

「リリースボタン」を押しながら「調整ハンドル」

を「運転」の位置に引きます。

固定ナット　調速ハンドル

鵬！　　、醜

　　寓遼

リリ脚

夏
　　o
タン

7イ鮮リング御踊ゆ遡職

ユ髄

騨

　下達

圏　周波数の確認

周波数計で指定の周波数になっているか確認して

ください。異なっているときは，調整ハンドルを回

して下記の値にセットしてください。

周波数のセット値（無負荷回転時〉

50Hz給電
約52Hz

60Hz給電
約62．5Hz

、“い’一’．’

j認
　　　地

○ ○

國　電圧の確認

電圧計で使用する電圧になっているか確認してく

ださい。異なっているときは，電圧調整ダイヤルを

回して使用する値にセットしてください。

・…、“哨”，ノ

　　　V
　　　～

○ ○

＄5



運転操作

［給電］
r 、

・運転中、出力端子には絶対に触れないでください。感電する危険があります。

E運転中、回転部に近寄らないでください。巻き込まれ、けがのおそれがあります。

E運転中、整備作業はしないでください。感電、けが、やけどするおそれがあります。

◇危険

圏　給電開始

1．負荷側のスイッチが

Q．遮断器のレバーを押し上げて［閉・ON］に入れます。

R．負荷側のスイッチを順次投入して、給電を開始します。

豪L：負荷の頻繁な開閉は、負荷側のスイッチを使用してください。

@発電装置の電流計の指示値が定格値を超えないように負荷に注意してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電流計

「切」になっていることを確認してくださし㌔　　イ隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喫　　　　　　　　　　△注意

1

50Hz 107A
DG450MM 60Hz 118A

剖…曲り’・・！ノ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ＼、、　　　　　　　　　　　　　　　／

50Hz 144A
DG600MM 60Hz 157A ｛・
定格値を超えると遮断器がトリップ状態になります。負荷を減らしてください。

　注記：単相負荷の接続をしたときは，各相のアンバランスに注意してください。

S．負荷が安定したら，必要に応じて周波数と電圧の調整をします。

?@給電中の監視
給電中は適時に操作パネルの計器類や表示灯を監視して，必要な操作を行ってください。

@　エンジン関係標準指示値（定格回転時）

DG450MM
油圧計 2．0～4．9x100kPa｛2～5kgf／cm2｝

水温計 70～95℃
》諺

油圧計 0．29～0．59MPa｛3～6kgf／cm2｝ 鵬1⑳

t膨DG600MM
水温計 70～95℃

1

注記：水温が50℃以下のときは，大きな負荷に給電しないでください。

E運転中，移動しないでください。けがのおそれがあります。

E運転中，マフラ付近は高温になるため，触らないでください。やけどのおそれがあります。

E運転中，燃料やオイルの補給はしないでください。火災のおそれがあります。

E過負荷で使用しないでください。火災のおそれがあります。

△注意

㌦ ン
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運転操作

［停 止］

〆

圏　給電停止

1負荷側のスイッチを切ります。

2遮断器のレバーを押し下げて［OF円位置にし，遮

　断器を開きます。

3アイドリングで1分間，冷却運転を行ってくださ

　い。

●　装置の停止

型0

oFF

閉
乃
蘭

△注意

・停止直後はラジエータキャップは開けないでくだ

さい。やけどをするおそれがあります。

・運転直後のエンジンには，いかなる部分にも手を

触れないでください。やけどをするおそれがあり

　ます。

スタータスイッチのキーを［停止］位置に回し，抜

き取ります。

停止

ｱ＼

37



保守及び点検

〆

発電機を安心して長期間ご使用頂くために，本書に記載する保守と点検について，内容を十分理解してく

ださい。

△注意
・電装品の点検を行うときは，必ずバッチリの（一）ターミナルからケーブルを取り外してください。バッ

テリケーブルを接続したまま整備を行うと，バッテリの（十）からの電流によりショートし，やけどや火

災を起こすおそれがあります。

・装置を水洗いするときは，すべてのドアを必ず閉めてください。特に操作パネルに水がかかると，作動

不良やショートを起こし，誤作動や火災の原因になります。もし水がかかってしまったときは，エアを

吹き付けて乾燥さぜてください。

・運転直後のオイルや冷却水の交換は，絶対に行わないでください。熱ぜられたオイルや熱湯が皮膚に付

くとやけどをするおそれがあります。オイルや冷却水を交換するときは，エンジンが常温になってから

行ってください。

1日頃の点検整備は，発電装置を長持ちさぜるとともに，安全運転に大きく役立ちます。必ず実施してく

　ださい。

2可搬式発電設備の保守点検の実施は，電気事業法上，法的に義務付けられています。点検の種類として

　は，日常点検，定期点検，精密点検に区分されています。

　日常点検は，電気主任技術者の監督のもと，いつでも運転できるように管理者又は使用者の方が行うよ

　うにされています。

　定期点検（半年，1年点検），精密点検は，高い整備技術と知識，専門工異が必要になり，調整，交換作

　業がたいへん難しくなります。

　定期点検，精密点検は，自家用発電設備専門技術者又は可搬式発電設備整備技術者の資格を有する方に

　行ってもらうか，弊社指定サービス工場に依頼してください。

なお1年に1回以上の定期点検は，自家用発電設備

専門技術者又は可搬式発電設備整備技術者の資格

を有する方に実施してもらい，「検査済証」を添付

してください。
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保守及び点検

〆

次に弊社が推奨する定期点検整備を示します。

法的な定期点検と合わぜて，確実に実施してください。

なお「仕業点検qO時間給は毎副」以外の項目は，専門技術者が行うか弊社指定サービス工場に依頼して

　ください。

　1点検整備間隔がすでに前回の点検整備間隔を含んでいるときは，その含まれる項目も同時に実施してく

　　ださい。

　　（例）「1000時間ごと」の項目を実施するときは，　「50時間ごと」と「250時間ごと」の項目も同時に実

　　　　施します。

2点検整備の間隔時間は，時間計［HOUR　ME正R】の読みによりますが，必要があると思われるときは，早め

　　に実施してください。

　　時間計［HOUR　METER】の時間は毎El読み取り，記録してください。　　　　　　　時間計

　　注記：発電装置の適正な点検整備の時間の間隔は，用途や使用状

　　　　　況，燃料やオイル冷却水の状態などによって変わります。

　　　　　実績を見ながら時間の間隔を設定してください。

麗　定期点検整備表

点検整備時期 点検整備項目 備考（サービスデータ）

外周りの点検運転準備

i仕業点検）

i10時間門は毎日）

エンジンオイル量の点検

燃料タンクの油量点検

冷却水の量点検（リザーブタンク）

50時間ごと エンジンオイル中の燃料，水混入点検

冷却水の量点検（ラジエータ）

燃料フィルタの水抜

燃料タンクの水抜き

バッテリの液量・比重点検

絶縁抵抗の点検（発電機主回路） 500＞絶縁抵抗で1MΩ以上

250時間ごと

エンジンオイルの交換

エンジンオイル量

EDG450MM：約／0L
EDG600MM：約／3L

オイルフィルタの交換

ラジエターフィンの清掃

500時間ごと バルブクリアランスの点検・調整 バルブクリアランス（吸・排気とも）

p25mm（冷態時）

燃料フィルタの交換

燃料噴射ノズルの点検・調整 噴射開始圧力

EDG450MM：1t77MPa｛420kgf／crn2｝

EDG600MM：1770MPa｛180kgf／cm2｝
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保守及び点検

〆

点検整備時期 点検整備項目 備考（サービスデータ）

500時間ごと Vベルトの張り点検 強く押した時のたわみ：10～15mm

1000時間ごと 外周りのボルト，ナット増し締め 締め付けトルクは別紙添付資料による

主回路ケーブル端子の増し締め 締め付けトルクは別紙添付資料による

オルタネータの点検

スタータの点検

燃料噴射開始時期の点検・調整 燃料噴射開始時期＝圧縮上死点前20．

保護装置の作動点検 接点閉による回路確認

ﾙ常があったとき，作動値を確認する。

?ｷ上昇　400℃

箞ｳ低下

O．5×100kPa｛0．5kgf／cm2｝（DG450MM）

p15MPa｛1．5kgf／cm2｝（DG600MM）

2年ごと 冷却水の交換 冷却水量：15L

適宜実施 燃料系統のエア抜き

エアクリーナエレメントの清掃 エアークリーナ目詰まり警報発生時に実施

エアクリーナエレメントの交換

トップオーバホール時 トップオーバホールキットの交換

オーバホール時 オーバホールキットの交換

10000時間ごと 発電機軸受の交換

新しい発電装置，オーバホール後・長期保管後の発電装置は，次の項目の点検整備を，

たとき実施してください。

この時間に達し

点検整備時期 点検整備項目 備考（サービスデータ）

50時間目 外周りのボルト，ナット増し締め

エンジンオイルの交換

オイルフィルタの交換
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燃料について

〆

　　　　　　　　　△注意

ここに記載されているもの以外の燃料は，使用しな

いでください。また燃料は規定量以上入れないでく

ださい。火災につながるおそれがあります。

圏使用燃料について

燃料は市販の軽油（JSK2204）を使用してくださ
い。

竃 軽油　7
ぐ

《

　JlSj2204一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i適合 〉
〉

ノ 』

燃料は，また気温に適した流動点のものを使用する

必要があります。右表により燃料の種類を選定して

ください。

気温

li 1
一　3　9　　　　　－　2　0　　　　　一　曝　0　　　　　　　〔｝　　　　1　G　　　　　2　G　　　　　3　0　　　　　4　0

1 lhhl
軽油 特3号 3号 2

号
1
号
特1号

燃料使用限度性状値表

性状 使用限度 備考

引火点 法規による JISK2204，2205
y油　50℃以上

蒸留性状（90％留出温度） 380℃以下
流動点 周囲温度より6℃以上低いこと

くもり点 周囲温度以下であること

残留炭素分（10％残油） 土O重量％以下

セタン値 45以上

動粘度

20cSt以上（30℃）
W．OcSt以下（50℃）

P0．OcSt以下（40℃＞

P6。OcSt以下（30℃）

硫黄分 1．○重量％以下
用途によっては認められな

｢場合があります。

水分及び沈殿物 O．1体積％以下

灰分 O．03重量％以下

銅板腐食（100℃，3h） No．3以下
ASTM　～No．3

iISK2213～変色番号3
比重（15／4℃） ○．80～○．87 参考値

4咽



燃料について

r
圏燃料の補給について

　　　　　　　　△注意

・燃料の補給は，エンジンを止め，付近に火気のな

いことを確認してから行ってください。

・燃料がこぼれたら，必ずふき取ってください。

過熱した部分や電気部品に燃料がこぼれると，火

災を起こすおそれがあります。

・燃料の補給後は，キャップを確実に閉めてくださ

　い。

燃料は作業終了時に満タンにしてください。

これは燃料タンク内にある空気中の水蒸気が凝結

して水滴となり，燃料に水が混入するのを防ぐとと

もに，ごみや水分を分離沈殿させる時間を与えるた

めです。

またこの時間中において，燃料補給時に混ざってし

まう燃料中のエアを取り除くこともできます。エア

が混ざった燃料はエンジンを不調にさぜます。

圏燃料補給時の注意

1燃料の補給は，燃料タンクのキャップを取る前に

　周りを良く洗い，手やホースを清潔にしてから

　行ってください。

2燃料タンクのキャップを開けたとき，燃料タンク

　の内部にゴミなどがないか，確認してください。

　もしゴミなどを発見したら，燃料を少し入れて燃

　料タンクのドレンプラグを外し，ゴミなどを完全

　に排出さぜてください。

3燃料タンクにゴミなどが入らないように，燃料

　は必ずこし網を通してから注入してください。

　また，ろ紙を使用すると更にろ過できます。
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エンジンオイルについて

〆

●使用オイルについて

エンジンオイルはCD級（APIサービス分類）以上を

使用してください。

不適切なオイルや粗悪なオイルを使用すると，ピス

トンリングのこう着，ピストンとシリンダが焼き付

きを起こしたり，各ベアリングや各運動部分の摩耗

を早め，エンジンの耐久性を著しく低下さぜてしま

います。

＼

／

＼ ！

ごε⑤

　ク）

OIし

／

＼

■オイル粘度の選定

粘度は下表を参考に，エンジンの周囲温度に適した

ものを使い分けてください。

粘度は高過ぎると動力の損失や油温の上昇を招き，

低過ぎると噛切れによる摩耗の増大や燃焼ガスが

吹き抜けて出力低下を招きます。

弊社では特にオールシーズンタイプの

SAE　15W－40を推奨しています。

　　　コ

◎詮
　　　　　の　　　＼認

　　　〆4今を、

　　グ4・6b

　　　　　l　W

歎識：｝

’意賑）／を

　　　　一　　30　＝
　　　　、

オイルは外気温度に応じて適正な粘度（表を参照）のディーゼル用エンジンオイルを使用してください。

○　粘度と気温との関係

1←SAE2・・2・W一州

一SA臼OW　一一→レ

卜SAE4・

SAE30　一一→
温気

℃
．宮30≦ 、∴7151 ○． イ5：．・25．1：3⇔∫

SAε10W－30

SAE　15W－4σ20W－40
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エンジンオイルについて

r

圏市販エンジンオイルについて

△注意

エンジンオイルは，他銘柄のものを混合して使用し

てはいけまぜん。異なった銘柄のオイルを混合して

使用すると，オイルの中の添加剤どうしが化学変化

を起こし，オイル性能が悪くなることがあります。

CD級（APIサービス分類）に相当するエンジンオイ

ルには下表のものがあり，使用することができます。

もし，これらのオイル以外のものを使用するときは，

CD級（APIサービス分類）に属し，

MIL－L－2104C規格（米国軍用規格）に定められた

ものでなければなりまぜん。

○

A銘柄

、ノ）

ゾ

／FO

ノ

、
A

〆
ρ

へ

B銘柄

推奨エンジンオイル表（CD級）

会　社　名 銘　　柄

三　菱　石　油 ダイヤモンドHDS－3　エンジンオイル
日　本　石　油 アポロイルジーゼルモーチブカスタム

出　光　興　産 ハイディーゼルS－3
ジャパンエナジー JOMOデルスターDX
コスモ石油 コスモディーゼルCD
昭和シェル石油 ホワイトパロットスーパーS－3オイル

モービル石油 モービルデルバック1300

エツソ石油 エクソンD－3
ゼネラル石油 ゼネラルゼミコスーパーS－3

國エンジンオイルの補給について

△注意
・オイルの補給はエンジンを止め，付近に火気のないことを確認してから行ってください。

・過熱した部分や電気部品にオイルがこぼれたり，漏れたりすると火災を起こすおそれがあります。オ

イルがこれらの部品に付着したらすぐに拭き取ってください。

・オイルの給油後は，キャップを確実に閉めてください。

趨轟



冷却水と不凍液について

〆

圏使用冷却水について

冷却水は軟水（例えば水道水）を使用してください。

また水質は下表に適合するものでなければいけま

ぜん。

注記：基本的に弊社基準値を正としますが，下表の

　　　推奨値まで使用可とします。

　　　　！恭・，

　　　　　　　鷲！4

禽〆 Aゼ／ぐ

水質基準値表

主な障害
項目 記号 単位 推奨値

腐食 スケール

PH（25℃） 一 一

6．5～8。5

i6．5～8．O）
○ ○

導電率（25℃） 一 μΩ／cm
く400
iく250）

○ ○

全硬度 CaCO3 ppm
〈100
iく95） 一

○

Mアルカリ度 CaCO3 ppm q50i〈70） 一 ○

塩素イオン Cド ppm
〈100
iく100）

○
一

硫酸イオン SO24皿 ppm
く100
iく50）

○ 一

三鉄 Fe ppm
く1．0

iく1．0） 一 ○

シリカ SiO2 ppm
〈50
i一） 一 ○

蒸気残留物 一 ppm
く400
iく250） 一 ○

注記：（）は弊社基準値ですが，上記以外に濁度く15度の規定があります。
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冷却水と不凍液について

〆

囲不凍液（LLC＞について

　　　　　　　　　△注意

不凍液をもし誤って飲んでしまったときは，すぐに

おう吐さぜ，医師の治療を受けてください。また目

に入ったときも，すぐに多量の水で十分に洗い，医

師の治療を受けてください。

不凍液は凍結防止効果だけでなく，エンジン冷却系

統の防錆効果も兼ねているLLC（巳ングライフ

クーラント）を必ず使用してください。またLLC

は，季節に関係ないオールシーズンタイプ（ノンア

ミン系）のものを使用してください。弊社では，下

表のLLCを推奨しています。

曝
騰
窮

　
　
　
ノ

サ
ノ
圏

話
・
・
。

4／
。
／
％し
N
ー
ノ

の
冒

蜷豪

推奨LLC表

メーカー名 ししC銘柄

三菱石油（株） ダイヤモンドディーゼルクーラント

三菱自動車工業（株） ふそうディーゼしロングライフクーラント

三興油脂（株） D－LLC　No．2000

注記：上記以外のLLCを使用するときは，使用可

　　　能期間が短くなる場合がありますので，定期

　　　的な検査を行う必要があります。

團推奨銘柄の性状及び性能

・アミンを一切含まないノンアミンタイプ

・ケイ酸塩，ホウ酸塩を含まないタイプ

・PHは中性に近い，弱アルカリ性

・アミン代替えなど，他の添加剤を強化し，

またバランスが取れている。

・長寿命（標準的には30％濃度で2年以上

の寿命を有する）である。

轟㊨



冷却水と不凍液について

〆

圏LLCメンテナンス方法

　　　　　　　　　△注意

冷却水交換時に排出した冷却水（LLC入り）は，

有害であるため，みだりに捨ててはいけません。

排水の処分は，LLCをお求めになったサービス工

場にお申付けください。

（わしLC（冷却水）の交換時期

　弊社の推奨するLLCを混合した冷却水は，2年

　に一回交換してください。

（2）LLC濃度

　LLCの濃度は，その地区の最低気温より一5℃

　以上の余裕を持って，1年中で30～60％の濃

　度で使用してください。30％未満の濃度では，

　防錆，防食効果が低下し，数％の低濃度では腐

　食促進剤になる可能性があります。また60％

　を超える濃度では，逆に凍結しやすくなり，

　オーバヒートも起きやすくなります。

　途中で冷却水を補給するときは，水だけの補給

　はしないで，必ず最初と同じ濃度のLLCを補

　給してください。

　　　　へ　　　へ

　　　1　＼

・譲
　～／　　～

3◎応6◎

　　　％

LLC濃度表

最低気温℃ 一10まで 一20まで 一30まで 一45まで

LLC濃度％ 30 40 50 60

轟7



〆

圏冷却系添加剤の必要性

エンジンは近年高性能化に伴い，小形軽量：化，高

出力化，低燃費化，低公害化の傾向にあります。

しかしその反面，エンジン冷却水の使用条件は連

続長期稼働，高水温化，高流速化などと過酷になっ

てきました。

また冷却系には種々の材料（鉄・アルミ・銅・は

んだ・ゴムなど）が使われており，前述の過酷な

条件の下に使用されます。

そのため各材料に対して，イオン化傾向の違いに

起因する冷却水を媒体とした腐食が発生します。

その防止策として，冷却水添加剤（LLC）を使

用する必要があります。

■添加剤の働きと留意点

添加剤は多種類の成分が配合されており，その化

学反応によってエンジン部品の腐食（イオン化）

を防止します。

しかし，長時間使用するに従い，添加剤は消耗し，

効果が薄れます。

また添加剤の成分割合と冷却水系の使用材料の割

合がマッチしないと，添加剤中の一部の成分のみ

が早期に消耗し，防食対象の金属が防食されずに

溶けばじめます。

更に他の金属防食成分は，溶け始めた金属に対し，

促進剤になって腐食が加速されます。この状態は，

軟水だけを使用したときよりも腐食を促進し，悪

い状態になります。これが防錆，防食添加剤不適

の一般的なトラブルです。

冷却水と不凍液について

囲添加剤に起因する不具合の具体例

q）鉄系部品の穴あき

アミンは鉄系部品の防錆として有効ですが，銅系

部品に対しては問題があることも指摘されていま

す。

冷却系での銅の溶け出し（門門部品の腐食）は，

他の鉄系部品などの表面に銅を析出することにな

り，銅が析出した箇所は電池作用により，イオン

化傾向が大きな金属の鉄が腐食し，早期に穴あき

などの不具合が発生します。

②アルミ部品の腐食

アルミの防錆として有効であるケイ酸塩は，PH9

以下の液中では不安定で，ゲル化沈殿しやすいた

め，PHは10前後と高アルカリ化に設定されてい

ます。しかしケイ酸塩が消耗した後は，アルミに

対して攻撃性の高いPHとなっているので十分野

管理が必要です。

（例）・ゲル化したケイ酸塩による二次的なウオー

　　　タポンプメカニカルシールの摩耗促進

　　・ケイ酸塩の消耗によるアルミ部品の腐食

團ラジエータの穴あきや目詰まり

添加剤全体の劣化や濃度不足によって防食性能が

低下すると，各種金属の腐食が発生します。その

中でも特に黄銅やはんだなどは大きく，ラジエー

タなどの水漏れや目詰まりが指摘されています。

（例）ラジエータの穴あきや目詰まり促進

轟鍵



保管要領

〆

　　　　　　　　△注意

発電装置を積み重ねて保管するときは，落下等の事

故を防ぐため，次の事項をお守りください。

・下側になる発電装置は固い地盤上に直接水平に置

　いてください。

・下側装置の枕木位置の表示部に角材等を敷いてく

　ださい。

・上側になる発電装置の重心を，できるだけ下側の

　発電装置の吊り上げ部分に合わぜてください。

・重ねる際は，できるだけ静かに置いてください。

・必要に応じて，ロープで固定するなどの転倒・落

・下防止処置を施してください。

・本機以上の重量機iを積み重ねないでください。

次のような場所を避けて保管してください。

　塩分のある場所，潮風が吹き付ける場所

　腐食性ガスのある場所

　ほこりや湿気の多い場所

　大きな振動のある場所

特に塩分と腐食性ガスは装置の絶縁抵抗を低下さぜたり，制御装置の誤作動を招くことがあるばかりか，

外板等の発酵を生じますので注意してください。長期保管を行う場合，シートなどで覆いをすることを推

奨します。

保管中は1回／月程度のエンジン防錆とバッテリ充電のための運転を行ってください。1回につき約30

分間定格回転で運転しますが，バッテリ充電器を用いて充電している場合でも，エンジンは防錆運転とし

て約5分間行ってください。

注記：2段積みの状態で運転しないでください。
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輸送

〆

輸送時の荷くずれや転倒防止のため，ロープで発電装置を固定する場合，ロープ掛けをします。

0一ブ掛金具

　　　！危険
　　　け　が
この虚飾立引己竃琴凋禽潟で7ので．由り
戸綿fないで《灘8い．

遷’F7愚8燈“がるも煽7．

’　固定用
　癖一月掛
　　金具

口

○
◎

トラック又は鉄道車両で輸送する場合，特に降雨時は車両走行に伴う大きな風圧によって，発電装置の内

部へ雨水が1蔓入するおそれがありますから，車両進行方向に対し発電装置のマフラー側を前方にして積載

します。またできる限りシートでの覆いを推奨します。

海上船舶による輸送は，発電装置に水がかからないように防護処置を施してください。
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故障診断と処置

〆

圏エンジン関係

エンジンに発生する可能性が考えられる故障内容と処置を記載します。

・始動不能

故障の状況 推定原因 処置

1スタータが全く回らない

iわピニオンが噛み込まない ・バッテリ端子の緩み，外れ

Eアース端子の緩み，外れ

Eスタータマグネットの不良

Eキースイッチ，リレーの不良

Eバッテリが極端に放電

・端子にグリース塗布，確実

ﾉ取り付け，締め付け

E端子取り付け，締め付け

E弊社指定サービス工場へ

E弊社指定サービス工場へ

E充電後比重点検，劣化のと

ｫは交換

（2）ピニオンは噛込む ・スタータ端子，バッテリ端子

@の緩み，外れ
Eスタータコンタクタの不良

Eバッテリが放電気味

・端子取り付け，締め付け

E弊社指定サービス工場へ

E充電後比重点検，劣化のと

ｫは交換

2スタータの回転が遅い ・バッテリが放電気味

Eエンジンオイル粘度不良

・充電して再始動

E気温に適したオイルと交換

3スタータは良く回る ・燃料系統の異常

E気温が低い

Eガバナ不良

・点検

E予熱後再始動

E弊社指定サービス工場へ

4燃料噴射ポンプに燃料が

@届かない

・燃料切り換えコックの操作ミス

E燃料タンクが空

E燃料ホースの目詰まり，

Nランプ緩み

E燃料フィルタ目詰まり，

Gア吸い込み

E送油ポンプ不良

・切り換えコック点検

E補給

E清掃，増し締め，タンク

@ドレーン清掃

E交換，エア抜き

E弊社指定サービス工場へ

5燃料噴射ポンプまで燃料が

@届いている

・ポンプエア抜き不良

E燃料噴射管からリーク

Eノズル不良，ポンプ不良

E燃料の不良

Eエンジン故障

・エア抜き

E増し締め

E弊社指定サービス工場へ

E弊社指定サービス工場へ

E弊社指定サービス工場へ

5唱



故障診断と処置

r

・出力不足

故障の状況 推定原因 処置

1燃料不足 ・燃料フィルタ目詰まり

E噴射ポンプ，ノズルの不良

E〕ントロールリンケージ不良

・清掃／交換

E弊社指定サービス工場へ

E弊社指定サービス工場へ

2吸気不足による ・エアクリーナ目詰まり

E吸入空気の温度が異常に高い

E排気出門の詰まり

・清掃／交換

E発電装置据付場所の換気を

?P
E消音器出□点検

3エンジン故障による ・失火，噴射時期不良など ・弊社指定サービス工場へ

・保護装置が作動する

故障の状況 推定原因 処置

1油圧低下 ・潤滑油の不足

Eフィルタの目詰まり

Eエンジン故障

・点検／補給

E点検／交換

E弊社指定サービス工場へ

2水温上昇 ・過負荷

E換気不良

Eラジエータ冷却水不足，

ﾚ詰まり

Eエンジン故障

・各相の電流を点検し負荷を

ｺげる

E発電装置据付場所の換気を

?P
E点検／補給，清掃

E弊社指定サービス工場へ

3充電異常 ・〉ベルト張り不足／切損

E充電用発電機の不良

・点検，調整／交換は

ｾ社指定サービス工場へ

E弊社指定サービス工場へ

4過回転 ・エンジン故障 ・弊社指定サービス工場へ

5窒



故障診断と処置

〆

國発電機関係

故障の状況 推定原因 処置

1電圧が全く出ない ・AVR不良，電圧計不良 ・弊社指定サービス工場へ

・配線の遮断，端子の緩み，外れ ・弊社指定サービス工場へ

・発電機不良 ・弊社指定サービス工場へ

2電圧が上がらない ・A＞R不良 ・弊社指定サービス工場へ

・周波数が規定値より大幅に低い ・周波数を調整

・過負荷 ・各相の電流を点検し負荷を

下げる

・周波数切替スイッチの誤セット ・周波数切替スイッチを正し

（DG600MM） くセットする。

3電圧を下げられない ・AVR不良 ・弊社指定サービス工場へ

4遮断器が投入不可能 ・過負荷 ・負荷を下げる

・漏電（地絡） ・負荷側点検／修理

・遮断器不良 ・弊社指定サービス工場へ

5遮断器が開放不可能 ・遮断器不良 ・弊社指定サービス工場へ

6負荷を大きくすると周波数 ・過負荷 ・正常なので負荷を下げる

が大幅に低下 ・エンジン出：力不足 ・エンジン点検

・AVR調整不良 ・弊社指定サービス工場へ

・発電機不良 ・弊社指定サービス工場へ

7保護装置が作動する
1）過電流 ・過負荷 ・負荷を下げる

・負荷側の短絡 ・点検／修理

2）地絡 ・負荷側の漏電 ・点検／修理

3）発電機巻線温度上昇 ・過負荷 ・負荷を下げる

（サーモラベル） ・換気不良 ・発電装置据置場所の換気を

改善

4）発電機軸受温度上昇 ・軸受不良 ・弊社指定サービス工場へ

本発電装置に故障が生じたときは，故障の内容とともに本発電装置の型番と製造番号をご確認の上，販

売店または弊社指定サービス向上にご連絡ください。
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主要諸元

r

　　　　　　　　　　　　　　MODEL

?@目 DG450MM DG600MM
発電機型式 回転界磁型ブラシレス三相交流同期発電機

周波数　　　　　　　　　　（Hz） 50　　　　　　60 50　　　　　　60
（k＞A） 37　　　　　　45 50　　　　　　60

定格出力
（kW） 30　　　　　　36 40　　　　　　48

定格電圧　　　　　　　　　　　（〉） 200　　　　　220 200　　　　　220
定格電流　　　　　　　　　　　（A） 106，8　　　　　118。1 144．3　　　　　157．5

極数 4
定格力率 0．8（遅れ）

定格出力 （k＞A） 7．5×2　　　　8．25×2 9D×2　　　　　9．9×2
単相
定格電圧 （V） 100　　　　　110 100　　　　　110

エンジン型式 S4S－E3DT S4Kモ4T
形式 4サイクル，水冷，直噴門ターボチャージャ

吸気方式 排気タービン過給

気筒数 直4
内径×行程　　　　　　　　　（mm） 94×120 102×130
条念行琴呈容禾養　　　　　　　　　　　　　　　　（L） 3，331 4，249

（PS） 48．5 58．3 66．0 802定格出力
（kW） 35．7 42．9 48．5 59．○

定格回転速度　　　　　　　（minつ 1500 1800 1500 1800
使用燃料 軽油（JISK22041～3号）

使用潤滑油 APIサービス分類CD級以上SAE粘度＃40相当
潤滑油量　　　　　　　　　　　　　　（L） 1QO 13．○

潤｝骨油消費量　　　　　　　　　　　（L／h） ○。04　　　　　　QO5 ○。06　　　　　0．07

冷却水量　　　　　　　　　　　（L） 15．O

ガバナ形式 機械式オールスピード形

バッテリ形式 130E：41R 80D26R×2
5時間容量　　　　　　　　　（Ah） 92 55
燃料タンク容量　　　　　　　（L） 100 125
装置寸法　　　　L×W×H（mm） 1880×880×1240 2180×880×1240
質量 乾燥質量（kg） 1030 4200

装備質量（kg） 1150 1340

性能保証条件：高度＝300m以下，温度＝＝一／5～十40℃，湿度＝85％以下（結露なきこと）
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四〇9001　　　　認証取得取扱説明書防音型ディーゼルエンジン発電機　　��△注意安全のため、ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。また、いつでもご覧いただけるよう、大切に保管してください。隷賄覆ヲイワ璽こ業額誌賦謹義糊L2078レ94014本機の運用について本機iは「移動用発電設備」として電気事業法の適用を受けます。このたび、電気事業法に基づく「電気設備の技術基準の解釈」の一部が改正され、使用状況に合わせて下記のような監視が必要になりました。1．監視方式　本機（移動用発電設備）を工事現場等に臨時の仮設電源として施設する場合、次の2通りの方式での監　視が必要になります。〈常時監視方式〉　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、工事現場等の同一構内で運転状態を監視する方　式。〈随時巡回方式〉　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、本機の管理上必要な頻度で随時巡回して運転状態　を監視する方式。（1）監視方式の違い�@右のマークのどちらかが貼り付けられている場合　　く常時監視方式〉もし〈はく随時巡回方式〉のいずれでも運用ができます。　　ただし、「外部燃料タンク」を接続して外部から燃料を連続供給できるよう　　に施設した場合は、〈常時監視方式〉で運用する必要があります。　　（〈随時巡回方式〉での運用はできません）�A右のマークが貼り付けられていない場合　　く常時監視方式〉で運用する必要があります。曲　　SDS　　　　　　・爆（社）日本内燃力発電設備協会　　　開二二過回転防止装置付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新タイワ工業株式会社　　で9426−00280（2）本機を工事現場等に施設する条件　本機はく常時監視方式〉〈随時巡回方式〉に関わらず下記のように施設してください。�@一般電気事業者が運用する電力系統（商用電源）に接続しないでください。�A工事現場等の構内境界線全般に、さく・塀などを施設し、一般公衆が立ち入らない措置を施してくだ　　さい。2．保護機能の追加について　上記マークが貼り付けられている移動用発電設備には、下記の保護機i能を追加しています。　（1）エンジン過回転防止機能　　　エンジンの回転速度が著しく上昇した場合、エンジンを自動的に停止させます。　（2）エンジンの異常停止によるブレーカー自動遮断機能（並列運転時）　　　並列運転機i能が装備されている移動用発電設備では、並列運転時にエンジンが異常停止した場合、　　　ブレーカーを自動遮断させます。はじめにこのたびは、新ダイワの防音型ディーゼルエンジン発電機をお買い求めいただき、まことにありがとうございます。○　この取扱説明書は、本機を安全に正しく使用していただくために作成したものです。　本機の取り扱いを誤りますと事故や故障の原因となりますので、ご使用前には必ずこの取扱説明書をお読　みください。○本機は、電気事業法に基づく移動用電気工作物に該当します。関係法規に従った取り扱い、届け出を行っ　てください。　　※関係法令について不明な点がありましたら、お求めの販売店か弊社営業所にご相談ください。○本機の取り扱いは、この取扱説明書の内容を理解し、安全な取り扱いができる人が行ってください。○本機を貸し出すときは、必ず取扱説明書を添付してください。O取扱説明書は、いつでもご思いただけるように大切に保管してください。△注意この取扱説明書に従わなかった場合，重大事故に結びつくおそれがあります。使用者及び管理監督者は，この発電装置の運転操作又は点検整備の前に，この取扱説明書を熟読してください。・本書の説明を完全に理解するまで，この発電装置を運転したり整備作業を絶対にしないでください。・この発電装置の運転は，電気主任技術者の監督のもとで行ってください。・本書について疑問の点がありましたら，弊社指定サービス工場にお問い合わせください。・本書はいつも読めるようなところに，大切に保管しておいてください。・本書を紛失又は損傷した場合は，速やかに弊社指定サービス工場でお求めください。・この発電装置をリースするときは，本書も必ず発電装置に添付してください。・ご購入いただいた発電装置に関して，ご不明な点やお気付きの点がありましたら，弊社指定サービス工場　にお問い合わぜください。・安全の基本事項につきましては，「あなたの安全のために」の項に説明がありますので，これをよく読み，　理解してください。・正しい取り扱いは，お客様の責任です。はじめに本文中の安全注意表示〆この取扱説明書は，次のように安全注意事項のランクを［危険］　［注意〕として区分してあります。◇危険取扱いを言呉つた胎に危険な状況が起こりえて死亡又は輔を受ける可甫誰が想　　　　　　　　　　定される場合です。△注意欝朧薦繍謙膿皇雰憲定灘る欝野傷を受ける可能なお，△注意に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも重要な内容を記載していますので必ずお守りください。國絵記号の意味／◎正しい行為を示しています。禁止の行為であることを告げるものです。團その他P参照するページを示します。はじめに資格についてrこの発電装置の設置，運転，保守を行うには，次の資格が必要です。・クレーンを使って設置する場合　クレーン運転士免許および玉掛け技能講習を修了された方に限られます。　　　　　　（クレーン等安全規則　第21，221条）（労働安全衛生規則61条）・フォークリフトを使って移動さぜる場合　（1）フォークリフト運転技能講習を修了された方　（2）職色法に基づく港湾荷役科の訓練を修了された方で，フォークリフトについての訓練を受けた方　（3）その他労働大臣が定める者のいずれかの資格を持った方に限られます。（労働安全衛生旧位61条）・運　転特に資格は必要としまぜんが，電気主任技術者の管理・監督のもとで運転してください。（電気事業法第57条）40公局第593号通牒「主任技術者制度の運用について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和40年7月1日40公局第593号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成2年6月1日2血汐部「第248号改正・保　守日常点検：特に資格は必要としまぜん。定期点検：自家用発電設備専門技術者で，据付工事部門（K）・保全部門（M）の資格を有する方又は可搬式　　　　　発電設備整備技術者の資格を有する方による定期点検が，法令により義務付けられています。通商産業省・資源エネルギー庁の通達　（1）建設工事現場等における移動用電気工作物の取り扱いについて　　　（60資公部「第192号昭和60年5月23日）　（2）建設工事現場等における移動用電気工作物の取り扱いの運用細目等について（事務連絡）　（3）移動用電気工作物の取り扱いについて（昭和41年8月18日付け41公局第495号公益事業局長　　　通牒）目！あなたの安全のために………1全体構造と概要………・・…16各部の名称………………17運転装置について…………19設置…………・………23運転操作・………・………30保守及び点検……・………38燃料について……・………41エンジンオイルについて……43冷却水と不凍液について……45保管要領・………………・49輸　送・…・…………・・…50故障診断と処置…・…・……引主要諸元…・…………・…54主回路図制御回路図あなため安全のために△注意警告ラベルについてrこの発電装置には，取り扱い上，特に注意して頂きたい箇所に「警告ラベル」が貼られています。これら「警告ラベル」の位置及び記載内容については，十分時間をかけて理解してください。（1）ラベルが完全に読み取れるか確認してください。文字やイラストが読み取れない場合は，ラベルの汚れ　　を落とすか，ラベルを交換してください。（2）ラベルの汚れは，布，水や洗剤を使用してふき取ってください。有機溶剤やガソリンは使用しないでく　　ださい。それらを使用するとラベルの溶着剤が溶けて，ラベルがはがれることがあります。（3）ラベルが損傷したり，紛失したり，判読できなくなっている場合は交換してください。ラベルを交換す　　る場合は，必ず同じものであることを確かめてください。新品のラベルについては，弊社指定サービス　　工場にお問い合わぜください。唱あなたの安全のために〆【警告ラベルの貼り付け位置】　　（図はDG450MM）　　　　　　　111幣…「塗上壕ｫ｝12．ガ口1匪、蹴繊麗　　　　　　　　　国鳳一韓『〔コ　　　　　　　　　　ぼコ｝”一。コl　　　　I　　　　　　　　1　　　　1〔コ＿．，＿ロ　　　　　　　　　ロ＿＿＿にコ］［＿ニググ袋や美＿一oし蚤．〆変、．，」�h・1、刃葦1　　　　　4「　　　　　　　　　　　　””◎茸熈＝コ　　　　　礁　　．U　　〆ρ晒「藏」蕊…．閣ぎこミこ一＿@　　、くこここ勘¢，二・二＝＝二一二二：ン！『．。10　　　　　　　2　　　　　　　10　　　　　10、／　　、！鹸�q1嶋蹴H工願9曲1曲�q…補畿翻蒲副肚＼。，鐙1．再・…範士尋◎　　　o@難｣巨費麺o拘（）　　　　　鯉臥＼　5L〔］。i〔二�e圃：圏りあなたの安全のためにr�@�A�B◇危険場dC200｝23　　　　感電遡転中は出力購子に触れないでください。接続作業奪は遮断器を「GFFまにし、運転鷹停辻：してから行ってください。固定用ロープ掛　　金具◇危険3402・OG『鐙　　　　けが薩日中は扉を開け馨いでください。回転邸に巻ぎ込まれます。�C�D�E吊り上げ箇所自」ｪ岡OO−鱒0マロ陰△注意箋94ニヨ・ニニ124△　　　やけど濯転中や俘止遷後は、この赫返に維れないでください。△注意婁9ζ二乙・；⊇1．ε繊　　　　やけど薩個中や剛胆轟後は、ラジエータキャップを麟けないでください。熱水蒸気か映き出します。冷却水冬期の塞冶壊τは、Oングライフクーラントまたは不凍液を適切な潅度でこ硬用ください。�F「庸毒遮断装置取扱注意iiし＿＿．．．．＿「．．．、＿．．＿＿．門＿．．＿、、．＿．．．，．．．＿．．、．．．』．，　．．．．．．．．．＿＿＿＿』．．＿．．．．．＿』．．．．．．．．＿．．．．．、＿＿．活蜜盆のた：め下記の点に注意してください。G）漏電選断用擾埴蟷予から、付履のアース榛により接　　壇してください。（2）典再機器の外穣も捜地してください。（3）本俸下欄にある外稻援触蠕峯も濱聴してください。（4）援地は5。5r禰陪2以上のリ�oド縁ぞア』ス捧により綴i　　日田摂が500Ω鞘口になる襟に：行ってください。（5〕人俸による勤館確認は絶対しないでくだ窓い。（6）蒲茅間醒蕉による感電累故防比はで毒ません。（7）詳総は取級謙聰馨をお議みください6i　　　　　　　　　　　　　　　　　】9402−OO等55�G◇危険1§δGe一（｝Olεi　　排気ガス中毒漢気の悪い場所では．遥転しないでください。�H�I△注意崔§4cε．09箋正9　　　　火災●懸料給油鱒は、エンジンを蝉止し火気を近づ1ナなし、でくださし、o●引火性のある籍や可燃窃は本機に娠づけないでください。軽油舎段千早枕木位置σり黹h0〔〕一P〔〕マGD一�J�K　　　　　発二二災厩　ムご豊艦輔馴8噛3｛臓』τ鯉｛8疑い蝦亀撃・1懸拠勤　　　　　　　　　　醒帽引即罵4剛じ縞¢亡・　　　　　　　　　　亀賦’馳w‘ξ．7・漕1．傭紹昏r亡，’銀璽ミ聯櫛ち環蕗器ξ評じヒ轟｛“’●　血剛スφ勤馳繊塾累餌いw。。・闘・　ム鯉搬横桃翻憶課餓≧賢茎琶≒e珂。　《難鰍婚紘翻1蓄翻堺轟黙暑雲蹴，．　《些甕のお慧鮎　　1禦齢9駅騎費▼乱驚脅轍’ソ・髄・．　ム1胞εよ臆ぬ　恥輯購，虚・覧蜘鰍｛λm階2・2，誕ンジン麟欝繍お凄　重一スィ．殉鞭融母脚1鐸瞭辱，て9．　．　鱒橘綿穐・爵《醇軸騨’い．雪’？・師団購いも騰“膨　　　象曜ξ？飼、　賜“紳，ノ，塗・，瞳擬7飼．1”�_聾勧厚嫡騨鮒」看・’”^1琴舞舗濃綴毒、竃薯1言’茎幽き器！鷺’酵’堰`麟ξll鱗鍔霊鶴ll吃讃“臨3回雪照門発！縫1と1瓢，鳩尾魏1響麟’罰「　闘獣騨鱒髄脳儲ンフ’川ε響σ写・　岬嚇W職賊。・薦r，錘匹O暫蟻いソノO剛斡霧曾　　　　　　　肥婆旗難職溜‘獄繍：　ム解使曜、棚鰻い震。帆“9嚇晦，こξ・　　　　　　　　　奪｛疋購財ぞ硫蜜λ揮羅鮒厚。‘星無覇り．騨…iliiiiiiii鞭営．．．・践碇鵜，・蕩嘆濁て、、ll三駄議．’破。，・駆ii菰露瞬欝F・＝鰐し賦躯ii灘幾漁ll、：ii熱饗謬警浩〜；蚤ξ鴇，、，・，ii讐，、鵬織獣鋳。醗、。．，ご執、．ii愚繧�`欝｝鷺ギ∵∴i乏一望　嚢、　　　…　　　　　　　三盆上の注意事項二で乏亀毅，に雪し．5竃l12茎彰瞬警蔑お銭秀ぐ1二さり、　署ri疑凝弓選死ジ．．r読み．「”漆運縛�d・て汀」な渓弔〆ノニξ1ゐ　7黄も葎し凄3ζ灘3．毒ワ緯iΣ1競顔婁飛蒔1・幽してく�g毒u。諸勝｝讐排3」：∫1メ釜巳…ラド：ルろ二観痛�d1こ躍密は、ろ慣か�h嘱滞管も�d∴切鱈甥窒酵コ�hし小コてください，ラ．琴。．＝．慨恥しζいfこζ「κ．秀1ご　獄較」．§〜‘・睡い1き†う欝継ビ終乾をも；二．7こ人ザ響ひτく1こε1．モ91斗ミλ1フq，悪¢．おそ壽、与．もし．黛凱於たの由全のために◇危険4感電のおそれあり◇運転中出力端子には角虫れなし、！運転中，出力端子には絶対に触れないでください。感電する危険があります。また負荷の接続などで出力端子に触れるときは，エンジンが停止していることを必ず確認してください。ノ釈i繊饗　　　　　　　／／窯、、◇危険心排気ガス中毒のおそれあり〈〉換気の悪い場所では，使用しない！エンジンの排気ガス中には，健康に有害な成分が含まれています。運転は，風通しの良い場所で行ってください。屋内など，換気の悪い場所で運転すると，「排気ガス中毒」になるおそれがあります。トンネルや深いくぼ地，屋内などで運転するときは，十分な換気と排気ガス放出対策を行ってください。また，風向きにも注意して付近の民家などに排気ガスが流れ込まないようにしてください。◎あなたの安全のために◇危険轟葡巻き込まれ’けがのおそれあり◇翻屯回車云部には欄に近付かな川運転中は，ベルトやプーリ，ファンなどの回転部には絶対近付かないでください。回転部に巻き込まれ，飛ばされたりして，人身事故を起こすおそれがあります。点検整備を行うときは，必ずエンジンを停止してください。繍鱗　ジ）／））◇危険4麟墜感電けが，やけどのおそれあり◇点鰹備を始める前には！点検整備を始める前には，スタータスイッチのキーを抜き，スタータスイッチの上に「運転禁止」あるいはそれに類する札を貼ってください。点検整備中にエンジンが始動したら大変危険です。ゼナなたの潮全のために△注意基本的な安全について〆△異常に気付いたら直ちに運転を停止する！運転中，異音や異臭および異常な振動などに気が付いたら，直ちに運転を止めてください。もし，緊急を要するときは，非常停止ボタンを押して発電装置を止めてください。停止後，原因が分からないときは，弊社指定サービス工場にご連絡ください。これを無視して運転を続けると，さらに大きな故障や致命的な事故につながるおそれがあります。〆△火気厳禁！燃料，オイル，不凍液（原液）は，引火性の高い可燃物です。補給や交換などの際には，タバコなどの火気を近付けないでください。また，発電装置は火の近くで運転および点検整備を行わないでください。△改造の禁止！弊社または弊社指定サービス工場の許可無しに改造をしないでください。無許可の改造は，安全上問題があるばかりでなく，発電装置の寿命を著しく短くすることになります。無許可の改造に起因する事故や故障については弊社は責任を負いかねます。△仕業点検と点検整備は必ず行うこと！仕業点検や定期点検を怠ると，多くの不具合が発生するとともに発電装置の損傷や重大事故につながるおそれがあります。（定期点検は，自家用発電設備専門技術者又は可搬式発電設備整備技術者の有資格者が行うこと）�J一’o穿’蒔、羅Φ�j○O」口轟あなたの安全のために△注意〆　　　　　　　　［運搬時］幽履落下事故に注意△吊り具の取り扱いに注創（1）よじれたり，ほつれたりしているワイヤロープ　　は，切断のおそれがありますので使用しないで　　ください。（2）ワイヤロープを取り扱うときは，素線によるけ　　がを防ぐため，皮手袋を着用してください。（3）チェーンをよじらぜて使用しないでください。　　破断の原因になります。△吊り上げは指定箇所で！この発電装置は，上部に専用の吊り金具が設けられています。この専用の吊り金具以外では，絶対に吊り上げないでください。指定箇所以外で吊り上げた場合，装置が傾くか，さらには落下するおそれがあります。また，クレーン作業時は吊り具の点検，吊り方やクレーンの容量に十分注意するとともに，声を掛合い連携を取りながら慎重に行ってください。ムワイヤロープの直掛けはしない1ワイヤロープやチェーンは直接吊り金具に掛けないで，必ずフック又はシャックル掛けをしてください。吊り金具で損傷や切損のおそれがあります。o粥饗ヒ残◎鞍£　　　一一一一轟△吊り荷の下への立ち入り禁止1吊り上げた発電装置の下に絶対人を立ち入らぜないでください。もし落下した場合，重大事故につながるおそれがあります。◎キンクぐせが　　かついているΦ，，oよじれ睡「〉／ど資　格刃クレーンを使っての設置は，クレーン運転士免許および玉掛け技能講習を終了された方に限ります。（クレーン等安全規則第21，221条）（労働安全衛生規則61条）7か一の南全のために　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［設置時］△注意4盈感電と火災事故に注意〆△雨中での設置に注意！雨中で使用すると感電のおそれがあります。配線ケーブルの損傷，負荷機器及び接続部などに露出部がないか，運転前に十分点検してください。△接地（ア＿ス〉は必ず行う！感電防止のため接地（アース）は必ず行ってください。接地を怠ると漏電により，感電するおそれがあります。（1）出力端子板の漏電遮断用接地端子（機能接地専　　用）と外回接地端子（ボデーアース〉及び使用機　　器の金属製外箱は，必ず個別に接地してくだ　　さい。（2）接地工事は、電気工事士等の有資格者が、D種　　接地工事（接地抵抗500Ω以下）を行ってく　　ださい。（3）人体による動作確認は絶対に行わないでくだ　　さい。／ノー1　　ぐ／　／／／／」　　　　へ／跨詳墜こ建鋲炉姻〆／F壕駿魁／Q／／／，／ψ、／　♂△屋内配線に接続しない！発電装置を電力会社の配電線や屋内配線に接続して使用すると，法律に触れるばかりでなく，感電や火災事故の原因となります。また，発電装置が故障するおそれもありますので絶対に行わないでください。／／＼Φ囮四鰍7□o∂　曽》、　躍∀鍵あなたの安全のために　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［設置時］△注意幽火災事故に注意〆△負荷ケーブルの損傷に注意！負荷ケーブルが損傷していると，感電や漏電による火災を起こすおそれがあります。使用前に点検し，損傷しているものは，修理または交換してください。△負荷ケーブルの接続に注意！下記のことを怠るとアークやスパークが発生し，火災を起こしたり，発熱によって端子が溶損するおそれがあります。（わ負荷ケーブルの接続部は，ほこり等を取り除き，　　常に清潔にしておいてください。（2）負荷ケーブルの接続ネジは，しっかりと固定し　　てください。（3）負荷ケーブルが他の出力端子と接触しないよ　　うに注意してください。（4）適正な太さの負荷ケーブルを使用してくださ　　い。△可燃物のそばでは運転禁止！燃料，オイル，不凍液（原液）は，引火性の高い可燃物です。火災事故を防ぐため発電装置の据え付け，運転，保管は，このような可燃物が置いてある場所を避けてください。γ△発電装置の換気に注意！発電装置内の換気は，常に良好にしておいてください。発電装置の周囲を囲ったり，箱をかぶぜたりすると吸入空気や冷却風が不足し，出力不足や性能低下の原因になるばかりか，発電装置内の温度が上昇して火災のおそれがあります。》磁ロ��脳翠　　　　　　o腱　　　／’η、　　　　　レ鄭／ミδ　　・り毎ツ。曾なたの｛　のために］時置設［意注こ潮カナ‘端意注△〆△傾斜して使用しない！設置場所の地面が凸凹であったり、軟弱地である場合は，発電装置が移動したり，傾いたりして周囲の人にけがをさぜるおそれがあります。やむを得ずこのような場所に設置するときには，発電装置が水平になるように設置してください。、、◎　う）篁9”z　　／ピ詔｝い・’一・…一・・驚伊櫛”さw、響与・，＿ヤ・’…．、・．．〜、｛・二。・梵，酷ワ，蝦榔ぐA・△据え付け時の注意！トレーラ形を据え付ける場合は，水平な場所に止め，車輪止めを必ずしてください。車輪止めをしていないと，発電装置がおもわず動き出したり，付近にいる人にけがをさぜるおそれがあります。また，運転中の移動もしないでください。1目口［ヨ　ヅｬノ「撚識　　　〜．　　η春排気ガスに注意△排気の方向に注意！排気ガスには，健康に有害なおそれのある成分が含まれています。路上などで運転するときは，排気ガスが民家に入らないようにマフラの方向や風向きに注意してください。彰省�Jあなたの安全のために△注意4’［運転時］感電事故に注意△始動前は遮断器が［開・OFF］であること1発電装置の始動前には，必ず遮断器が［開・OFF］であることを確認してください。もし遮断器が［閉・ON］の状態で始動すると，出力端子側に人が触れていた場合，感電事故の原因になります。また，負荷機器が急に動き出し，けがをさせるおそれもあります。△運転中は出力端子カバーを閉める1運転中は出力端子への接触による感電事故防止のため，必ず出力端子カバーを閉めておいてください。ゼ團「�p��僻閉諭　　0年呼△注意盈火災事故に注意〆△燃料，オイルの補給時に注意！（1）燃料やオイルの補給時は，エンジンを止め，付　　近に火気のないことを確認してください。（2）過熱した部分や電気部品に燃料がこぼれたり，　　漏れたりすると火災を起こすおそれがありま　　す。燃料やオイルがこれらの部品に付着した　　ら，すぐに拭き取ってください。（3）燃料やオイルの補給後は，キャップを確実に閉　　めてください。△燃料，オイル，冷却水は規定のものを！燃料，オイル，冷却水は本書に記載している種類と容量を必ず守ってください。異なった種類のものを給油，給水することは発電装置の性能を落とすばかりでなく，火災を起こすおそれもあります。鯛な一の南全のために［運転時］△注意坐〆やけどに注意△運転中はサイドドアをロックする1運転中は，発電装置内の回転部に巻き込まれたり，熱い部分に触れ，やけどをしないように，確実にサイドドアを閉めておいてください。ψムマフラ付近の高温部に注意！運転中や運転後は，マフラおよびその付近が高温になっています。やけどのおそれがありますので，絶対に触れないでください。◎　く｛　1｛1　　　｛，　瓢’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、國〃ア。一ノ，ゆ9ムラジエータキャップの開閉に注意！運転中や運転直後には，ラジエータキャップを絶対開けないでください。運転中や運転直後などの冷却水温が高いときに，キャップを開けると蒸気や，熱湯が噴き出してやけどをするおそれがあります。ラジエータキャップを開けるときは，発電装置を停止し，キャップが素手で触れる程度に冷えてからにしてください。ラジニ［：一タキャップは，ゆっくり緩め，ラジエータ内圧を逃がしてから取り外してください。△運転中や運転直後エンジンに手を触れない！幽黙礼運転中や運転直後のエンジンには，いかなる部分でも絶対に手を触れてないでください。やけどをするおそれがあります。◎唱露あなたの安全のために△注意＿〆　　　　　　　［保守・点検時］嚇盈彪やけど，火災事故に三主意△点検整備時は，バッテリの（一）側を外す電装品の点検を行うときは，必ずバッテリの（一）ターミナルからケーブルを取り外してください。バッテリケーブルを接続したまま整備を行うと，バッチリの（十）からの電流によりショートし，やけどや火災を起こすおそれがあります。　　　髭ノ啓ゼ繭」へ△洗浄のとき，電気部品に水をかけない！装置を水洗いするときは，すべてのドアを必ず閉めてください。特に操作パネル内に水がかかると，作動不良やショートを起こし，誤作動や火災の原因になります。もし水がかかってしまったときは，エアを吹き付けて乾燥さぜてください。◎5　楠吻斯ムオイル交換時にはやけどに注意！運転直後，オイルの交換は，絶対に行わないでください。熱せられたオイルが皮膚に付くと，やけどをするおそれがあります。オイルを交換するときは，エンジンが常温になってから行ってください。％o〔1バ聞商’濯〜；潴oOlし雪3あなたの安全のために［保守・点検時］こ引テツくノ畜．鑛意注関する注意ムバッテリの取り扱いに注意！ムバッテリ液に注意！バッテリからは引火性の水素ガスと酸素が発生しています。バッテリ近くで火気を使うと，引火爆発のおそれがありますので取り扱いには十分注意してください。（1）バッテリの保守点検（補水，補充電など）時に　　は，保護メガネとゴム手袋を着用してくださ　　い。（2）バッテリの近くでタバコなどの火気を使用し　　たり，スパークを飛ばさないでください。（3）バッテリの点検や整備はエンジンを停止して　　から行ってください。（4）バッテリの両端子間に工異などの金属を接触　　さぜないでください。（5）ターミナルの取り外しは，必ず（一）端子側か　　ら行ってください。取り付けば，（十）端子側　　から行ってください。（6）充電は換気の良い場所で，バッテリプラグを　　すべて外してから行ってください。（7）端子はしっかりと取り付けてください。端子　　が緩んでいると，接触不良によりスパークが　　発生したとき，爆発のおそれがあります。（8）電気系統を整備したり，電気溶接を行うとき　　には，バッテリの（一）ターミナルからケーブ　　ルを外して，電気が回路に流れないようにし　　てください。バッテリ液には，希硫酸を使用しています。取り扱いを誤ると，失明ややけどの原因になります。（1）バッチリ液の取り扱いは，必ずバッテリの専門　　家または取り扱いに習熟した人の指導のもと　　で行ってください。（2）バッテリ液が最低液面線以下で使用しないで　　ください。爆発のおそれがあります。（3）バッテリ液が皮膚や衣服に付いたときは，直ち　　に多量の水で洗い流した後，石鹸でよく洗って　　ください。（4）バッテリ液が万一目に入ったときは，失明のお　　それがあります。直ちに多量の清水で洗い，す　　ぐに医師の治療を受けてください。（5）バッテリ液を誤って飲んでしまったときは，多　　量の水でウガイを繰り返した後，多量の水を飲　　み，すぐに医師の治療を受けてください。Φ二．　　嘩霧。・，潔、診、志田　“ノ彫膨〆ゑ》唱縄あなたの安全のために緊意注△［保管］落下事故に注意〆△積み重ねの際の注意！発電装置を積み重ねて保管するときは，落下等の事故を防ぐため，次の事項をお守りください。（1）積み重ねは，2段までにしてください。（2）下側になる発電装置は，固い地盤上に直接水平　　に置いてください。（3）下側装置の枕木位置の表示部に角材等を敷い　　てください。（4）上側になる発電装置の重心を，できるだけ下側　　の発電装置の吊り上げ部分に合わぜてくださ　　い。（5）重ねる際はできるだけ静かに置いてください。（6）必要に応じて，ロープで固定するなどの転倒・　　落下防止処置を施してください。（7）本機以上の重量機を積み重ねないでください。枕木指定箇所囑5全体構造と概要rこの発電装置はディーゼルエンジン，発電機，ラジエータ，燃料タンク，バッテリなどの機器と，排気消音器（マフラ）や発電装置制御盤などを組み込んだ防音エンクロージャとを共通台床に搭載した可搬形発電装置です。　（1）全装備状態の装置を中央の吊り金具（1個）により，吊り上げ移動が行えます。　（2）この装置の上部に最大，同型装置まで，2段積が可能です。　（3）エンジンと発電機は胴体直結し，防振装置を介して共通台床に搭載しています。　（4）発電装置制御盤を発電機i側端面に配置し，運転操作を容易にしています。團装置の特長1　小形・軽量・高出力　　　高出力ディーゼルエンジンを塔載。　　　ブラシレス・胴体直結のコンパクトな発電機i。　　　合理的なパッケージング技術により据え付け面積（全長×全幅）を縮小。2　操作・保守が容易　　　発電装置制御盤（操作パネル）で発電機とエンジンを集中操作，集合計器パネルで監視も容易。　　　制御盤計器パネルは外部から視認でき，ドアの開閉とパネルの操作が容易です。　　　冷却水リザーブタンクや外部燃料供給ロにより長時間運転と点検が容易。3　高品位の電力を供給　　　強力なダンパ巻線の採用により、波形歪みを抑えた高性能ブラシレス発電機。4　低公害　　　防音エンクロージャによって，装置周囲の騒音を低下させた低騒音仕様。　　　防振装置を用いて装置の振動を少なくするとともに，設置面への振動伝達を減少。5　高信頼性　　　発電装置用として実績のある高出力ディーゼルエンジン。　　　発電機やエンジンの保護装置を完備して，万一の故障でも重大事故を防止。6　　移動・保管が容易　　　小形軽量で吊り上げ，移動に掛かる費用を節減，吊り金具付でフック掛も簡単。　　　据え付け面積が小さく，高剛性の装置で2段積保管が可能。咽6各部の名称r（図はDG450MM）うジエータヰ：ヤツブ排気出〔コ．　＼自、1讐1舞17　0　◎P◎P◎　　　O　Q　Oo肝鑑1馨1匿塵　　　麿�M　　　　　　＠@　　　巨ヨ・m団回匡∋○@　　　目冊　　　6L『．一ﾛ一一匪き1解．TF匪葦1f〜　1蓼11舞匪塾1匪藝1、し…1lI馨1m『．「i｝「雇華11　�_1曇1m「’「．ﾑ一一雇霊1．11｝．層Pbl”‡闇一w，　嗣1｝購嚢剛ll1出力端子〕］　．謄○　1鞭陰1灘餌m了m自1・1套P畷置蓼穰藷1匿醐懸匡娼1�o『1霞翻1@繍繍鵬麟�o1賄藝1@．繍繭購蘭冒lmm猫蓑1@繍1願鵬匪臼lll自皿ll麗1@醗隙霞鞍薩臼lll自1111瞭I@I醗醗鎌麟mrmm醸@騨欄灘鵬ユ1』嵐ll耀暇醐瞬翔網撫膿闘lllll［旧匪獺@、！Er　　　　　　　　　　　　　−ト刀rの−「1＼1「「．　＼排風。〕i＼　　　　　9R料絡油口出力端茅カバー／バッテリ血：［［　　　　　　　I旨0　◎封誓」き＼［田　　　Q　　　｝　　　　　og？．（之　　。駅ノ　　　　　　　　．　　　　　　　　　．　　　．　　　一　　　　　　　．　　　．　　　．　　　．　　　一　　　　　　　　　　　．@口＼ﾗ論。冷却水咄。　　　　＼・繍胸粁，マフラーラジエータエアクリーナ／　　／／墜7ゴ弓r「浦一　　　　　一隠声r〜1｛L　　　　onノ（）：一川〕1」L開1／　　　　　　　、Li鑑’1l　l酢‘「＼□’@　○Lゴ置＼／　　−R隅タンウディーゼルエンジン．発電俸唱7の　ノ、r圏出力端子板（図はDG450MM）／00V／110V　単相出力端子○」　1｣1訓漏電用接地端子i機能接地専用）O　lW需0　100／1璽OV100／110V　　　O〈　三相4線式出力端子RQ　　　　　　　　　　O@　�@c9○こニニfごのξ臼．@　　N　　　　ε　○11O　　R　　　　S　　　　T1○／00V／／10V単相出力　　専用コンセント咽翻運転装置についてr國　操作ノ「　叩�I？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ﾐ／oH聯触　　　　　　　　　　　蒐1�K�Eρ｝62・@　　　　　　　　　　　　　　　　　　静コ＼《》闇�p　一瘁@『餅醸マ�Lギ譲響響　　　　◎@　　　◎o凝蕪漁　　　弩　　　　◎　　　　　○�R一〆一〆○tr謹L�M…彗斗一越「値町∋　　／　　　　　　　　　一�DZ二慧耀・瞬磯�ｳﾘ　　　　轡@　　　　　　　　　�Bo、獲灘鳳。蘇�P　　　コoヨ凹一　　　翁@　　　　　　　　　　　@　　9G縺Q一」　　　　　　嬢@　�A�@隔∬勧ゆNo名　　称機　　能　　説　　明1スタータスイッチ予熱：気温が低いときに使用し，エンジン吸入空気を暖めて始動を良好にしま@　　す。運転：発電装置制御に必要な電源が［ON］入状態を保ちます。@　　装置を使用しないときは，バッテリ電力の空費を防ぐために停止位置へ@　　キー操作しておいてください。停止：エンジンが停止します。制御電源も［OFF〕切となって装置は完全に停@　　止状態となります。@　　発電装置が非常停止した場合，修理後再始動するときは，キーを一度@　　この位置にすることで，再始動することができます。始動：始動します。キーから手を離すと運転位置に戻ります。2予熱灯予熱すると赤くなり，予熱完了であることを知らぜます。3調速ハンドルエンジンの回転速度を調整して，周波数をセットします。iDG600MMの場合）周波数を変えるときには、必ず周波数切替スイッチ�、使用する周波数側に切り替えてください。4水温計エンジンの冷却水温度を示します。定格時：70〜95℃n動直後、水温が50℃以下の時は大きな負荷に給電しないでください。5油圧計エンジンオイルの圧力を示します。EDG450MM　　アイドル時：Q5xl　OOkPa（○．5kgf／cm2）以上@　　　　　　　　　定格時　　　2．○〜4．9x100kPa（2〜5　kgf／cm2）・DG600MM　　アイドル時二〇．15MPa（t5kgf／cm2＞以上@　　　　　　　　　定格時　　．029〜0．59MPa．（3〜6　kgf／cm2）�dノ唱9運転装置について〆、NO．名　　称機　　能　　説　　明6非常停止ボタンi警報テスト機能付）このボタンを押すと，発電装置は年回路用遮断器をOFF状態とし停止しまｷ。運転中，非常事態や異常があったとき押してください。ﾜた停止中，スタータスイッチ「運転」位置において，このボタンを押すとx報表示灯がすべて点灯し，警報装置が正常に作動するかテストすることがﾅきます。7制御電源表示灯スタ一病スイッチを運転位置に操作するとバッテリから制御電源が供給されﾄ点灯します。8警報表示灯装置に故障が発生したときに点灯します。9発電表示灯iパネルライト兼用）エンジン運転時点灯し、発電していることを示します。ﾜた、操作パネル面を照らします。10電圧計電圧を表示します。　定格電圧　50Hz：200V，60Hz：220V11電圧調整ダイヤル電圧を調整します。（右回転で上昇，左回転で降下）12電流計切替スイッチ切り替えた相（R・S・T）の電流値が電流計に表示されます。13電流計電流計切替スイッチで選択した相の電流を表示します。闃i電流以上の負荷をかけないように注意してください。闃i電流EDG450MM　　50Hz：107A，60Hz：118AEDG600MM　　50日z：144A，60Hz：157A14周波数計給電周波数を表示します。15漏電遮断装置負荷側の地絡（漏電）を検出し，三相および単相ブレーカを遮断さぜます。16三相ブレーカ三相出力の負荷側への給電を開閉（OFF，ON）します。演ﾗ側の短絡や過負荷使用、また漏電発生時に遮断して、負荷側への給電を竡~させます。17三相ブレーカeストボタン三相ブレーカが正常に動作するか確認できます。eストボタンを押すと、レバーが「ON」と「OFF」の中間位置で止まれば正�槐す。この場合、ハンドルを一旦rOFF」の位置まで押し下げることによ閨A再び「ON」できる状態になります。18単相ブレーカ単相出力の負荷側への給電を開閉（OFF，ON）します。演ﾗ側の短絡や過負荷使用、また漏電発生時に遮断して、負荷側への給電を竡~さぜます。19単相ブレーカeストボタン単相ブレーカが正常に動作するか確認できます。eストボタンを押すと、レバーが「ON」と「OFF」の中間位置で止まれば正�槐す。この場合、ハンドルを一旦rOFF」の位置まで押し下げることによ閨A再びrON」できる状態になります。20時間計発電装置運転時間を表示します。保守点検時間の目安にしてください。21周波数切替スイッチiDG600MM）周波数を変えるときには、必ずこのスイッチを、使用する周波数側に切り替ｦてください。?g数切替スイッチは、操作パネル内部にあります。�dノ量�J運転装置について〆團　保護警報装置発電機とエンジンの運転中の異常を検知し，異常項目を点灯表示します。重大な異常（重故障）が発生した場合は，遮断器をOFF状態にする（過回転時を除く）と同時に、エンジンを停止します。停止した場合は，点検し故障箇所を修理（「故障診断と処置」の頁参照」）した後に再始動してください。なお異常停止した後，再始動するときは，スタータスイッチのキーを一度「停止」位置にしてください。これにより保護i機能がリセットされます。異常項目異　常　の　内　容遮断器OFF／Gンジン停止表示油圧低下潤滑油圧が、約O．5x100kPa｛05kgf／cm2｝○○以下（DG450MM）、約0．15MPa｛1．5kgf重／cm2｝以下（DG　600MM）になった場合故水温上昇冷却水温が約100℃を超過した場合○○障過電流三相出力が過大になった場合○○地絡漏電が発生した場合○○過回転エンジンの回転速度が著しく上昇した場合○○軽エアクリーナ目詰エアクリーナが目詰まりした場合○故充電異常バッテリ充電系統が異常になった場合○障注記：過回転でエンジン停止した際は，遮断器はOFFになりまぜん。　　　充電異常は，エンジン始動前キースイッチが「運転」の位置で点灯していますが，異常ではあり　　　まぜん。エンジンの回転が上昇すると消灯します。／0観。晶露冒ε画○碑。轡辱IL蕪ss「○沓G潮τε占田罫○過　電　流　OV蓬震C”照醸7○地E＿脚絡○充餓黒甕器目常○濡論儲タ臓○過　回　転　OVE段　R蔭VOLUτ10N露噸運転装置について〆園　漏電遮断装置本機は、感電事故防止のため漏電リレーより信号を受けてブレーカー　を遮断さぜる漏電遮断装置を装備しています。使用機器の絶縁不良などにより漏電が発生したとき、すみやかに電路　を遮断します。　漏電リレーの仕様は次の通りです。　　○　　　　定格感度電流　　30mA以下（接地抵抗500Ω以下）　　○　　　　作動時間　　　　0．1秒以内鷹O闇Q嚇O雌Q圖　サーモラベル発電機の温度が異常に上昇し，一定の温度を超えると発色するサーモラベルを貼ってあります。・発電機固定子巻線温度発電機胴体に貼ってあり，サイドドアを開けて点検してください。サーモラベルが発色した場合，各相の負荷電流を点検し，定格値を超過しているときは，負荷を取り除いて発電機を十分に冷却してください。冷却しても温度が下がらない場合は，装置を停止して弊社指定サービス工場へご連絡ください。・発電機軸受温度軸受カバー端部に貼ってあります。サーモラベルが発色した場合，発電機軸受に異常がないか点検してください。注記：サーモラベルは一度発色するともとの白には　　戻りまぜん。壌へ　　｝1つ／　　　　　　　　サーモラベル　　　　　らし　発　　　／づサーモラベル��口●’〆ぐ。｝・�`ノ摩”虹／鴛露設置〆國　一般的注意事項発電装置は運転の際，ディーゼルエンジンの燃焼用や冷却用と発電機の冷却用とに多量の新鮮な空気を必要とします。またエンジンの排気ガス中には人体に有害な成分が含まれているため，設置には次の一般的事項も含めご注意くたさい。◇危険・換気不良な場所（トンネル，深いくぼ地，屋内）では，十分な換気と排気ガス放出対策を行ってください。これを怠ると「排気ガス中毒」事故を起こすおそれがあります。△注意・人家，通路等の付近では，排気ガスの流れる方向や，地域の騒音規制に十分配慮してください。・砂塵や塩分の多い場所ではエアクリーナ，ラジエータの目詰まりや腐食，摩耗が早まるので，保守管理を十分行ってください。・発電装置は，十分な強度を有する場所へ水平に据え付けてください。傾斜する所へは，設置しないでください。・燃料，オイル，不凍液（原液）は，引火性の高い可燃物です。火災事故を防ぐため発電装置の据え付け，運転，保管は，このような可燃物が置いてある場所を避けてください。・発電装置内の換気は，常に良好にしておいてください。発電装置の周囲を囲ったり，箱をかぶぜたりすると吸入空気や冷却風が不足し，出力不足や性能低下の原因になるばかりか，発電装置内の温度が上昇して火災を起こすおそれがあります。・雨中で使用するときは，簡単な小屋（テントなど）をかけてください。感電するおそれがあります。團　屋外設置（1）発電装置の冷却風入ロ（右側、前面）から新鮮な空気が吸入でき，砂塵や塩分が侵入しないようにして　　ください。（2）冷却編出0と排気ガス晶晶（エンジン前方上部）の上方には障害物を置かないでください。國　屋内設置（1）発電装置の周囲には適当な空間を設けてくたさい。　　（ドアの開閉，燃料補給，運転操作，ケーブルの取り出し）（2）建物内の換気を十分に行い，排気ガス出ロから建物外に排気管を設け’てください。（3）排気ガスが冷却風入日に再吸入されると，エアクリーナの目詰まりを生じ，エンジントラブルの原因　　になります。（4）換気を十分に行えない場合，冷却風出ロからダクトで建物外に排風してくたさい。（5）発電装置を基礎に固定する場合，アンカボルト同穴を利用してください。（6）付属の防振装置はすべての振動条件に適合するものではありまぜん。必要に応じ追加の防振装置を設　　置してください。羅3設　置〆團移動クレーンによる吊り上げ，吊り下ろし△注意・吊り上げに使用するワイヤロープやチェーンに異常がないか点検してください。・ワイヤロープを取り扱うときは，素線によるけがを防ぐため，皮手袋をしてください。・この発電装置には，上部に専用の吊り金具が設けられています。この専用の吊り金具以外では，絶対に吊り上げないでください。指定箇所以外で吊り上げた場合，装置が傾くか，さらには落下するおそれがあります。△注意・吊り上げるときは，ワイヤロープやチェーンを直接吊り金具に掛けないで，必ずフック又はシャックル掛けをしてください。・ワイヤロープやチェーンを直接吊り金具に掛けると，ロープの損傷やチェーンの切損のおそれがあり危険です。・専用フックは，使用荷重を確認するとともに定期検査を必ず実施してください。・吊り上げと下ろしのクレーン操作では，装置に大きな衝撃を与えないように，できる限りゆっくり巻き上げと蕎地を行ってください。・クレーンによる移動中は，装置の真下に人が立ち入らないように注意してください。吊り金具発電装置中央の上部に吊り金具を1か所装備しています。ここに吊り貝を掛けてください。鴛4設　置r闘接地（アース）臆△・感電防止のため接地（アース〉は，必ず行ってください。接地を怠ると漏電により，感電するおそれがあります。・人体による動作確認は絶対に行わないでください。・避雷針用接地場所から2m以内の場所には接地しないでください。・他の機器の接地線とは共用しないでください。・アース線を水道管，ガス管に接続しないでください。接地工事は、電気工事士等の資格者が、つぎの3箇所すべてにD種接地工事（接地抵抗500Ω以下）を行ってください。　　○本機の漏電遮断用接地端子　　○本機の外箱接地端子　　○使用機器の金属製外箱注記・N相（中立相）は，接地しないでくたさい。N相が接地されていると，漏電検知が正常に行　　　えません。　　・使用機器に接地工事が行えない場合は、お求めの販売店か弊社営業所にご相談ください。漏電遮断用接地端子本機の外箱接地端子もアース檸も隔0，髭塞5設　置〆圏　外部燃料タンクを設置するとき△注意・外部燃料タンク内部の水やごみを吸い込まないよ　うに，外部燃料タンクは水抜き〕ック付きのものを使用し，発電装置への配管は外部燃料タンクの底面から15〜20mm上方に取り付けてくださ　い。・外部燃料タンクは，常に液面が発電装置の接地面に対し，O〜3m上方になるように設置してください。・外部燃料タンクを接続するときは，燃料入ロと戻　りロの切り換えコックが内部燃料利用位置になっていることを確認し，外部燃料タンク接続後に切り換えコックを外部燃料利用位置にしてください。・外部燃料タンクへ給油する場合は，水やごみが入　らないように十分注意してください。・外部燃料入ロから供給する場合は，必ず戻りロも接続して外部燃料タンクへ燃料を戻してくださ　い。発電装置の燃料タンクがオーバフローして過熱部分に触れると火災になるおそれがあります。・外部燃料タンクからの配管を取り外す時は，切り換えコックは必ず内部燃料利用位置にし配管をはずしてください。外部燃料入ロと戻り0には密封用プラグを取り付けてください。15〜　20�o0〜3moo長時間運転を行うときは，外部からの燃料を利用す　　　　　　蟹蟹　　　　　　　倉燃鞭・野膿　　　　　題電エンジンへると便利です。その場合，燃料入ロと戻りロの切り換えコックは図のように操作し，燃料の戻りが外部燃料タンクへ流れるようにしてください。倉謄・　　　．／’乙／　・／驚．極惣團　／、／∠o　，／ト　　、　簡畠弩激金露�艶ﾝ　置〆圏　使用負荷ケーブルについて使用ケーブルは，ケーブルに流すことのできる許容電流と発電装置から負荷までの距離を考慮のうえ，十分な太さのものを使用してください。ケーブルに流れる負荷電流が許容電流を超えると過熱により焼損したり，また長さに対して細過ぎると電気器具の入力電圧が下がり，仕事量が低下したり，電気器具が作動しないことがあります。函ケーブルの電圧降下を求める簡略式〇三相三線式の場合　　　　　　　　　　　1　　　　長さL（m）電圧降下（〉）＝58×太さS（mm2）×　電流kA）　×　∫3○単相二線式の場合　　　　　　　　　　1　　　　長さL（m）　電圧降下（V）＝　　　　×　　　　　　　　×　電流kA）　×　258太さS（mm2）國負荷ケーブルの選定表（例1）使用電圧が220Vで、電圧降下を11Vとしたとき。　　　三相三線式　キャブタイヤケーブル単三の太さS（単位：mm2）　　長さLd流150m以下75m100m125m450m200m50A81414223030100A142230385060200A38506080100125（例2）使用電圧が100Vで、電圧降下を5Vとしたとき。　　　単相二線式　キャブタイヤケーブル適評の太さS（単位：mm2）　　　長さLd流150m以下75m100m10A555．5820A8142230A14222250A223030100A305060回1帯S曜）組子　　　　　　　　　　　　己1痩2露7設　置囲　負荷ケーブルの接続〆◇危険出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずすべてのブレーカーを『OFF』にし、エンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してください。△注意交流出力を屋内配線に接続しないでください。〈注意〉　○　負荷の接続は本機i出力の1／3が各相（R・S・T）に均等に掛かるように接続してください。　〇　三相・単相出力を同時に使用する場合は、各相に流れる電流が本機の定格電流以下となる　　　ようにしてください。　〇　三相出力を使用する場合は、単相出力が低下しますので注意してください。　○　単相出力端子とコンセントはR相，T相を使用しています。1．三相出力端子　國三相負荷の場合　　○端子電圧は200V／220V（50Hz／60Hz）です。　　β　　負荷國単相負荷の場合　○端子電圧は115＞／127V（50Hz／60Hz）です。し　　ノ　　し　　ソ　　ロ｛》讐〔」β負荷負荷負荷露総設　置〆國単相負荷の場合　○端子電圧は200V／220＞（50Hz／60Hz）です。R　　S　　TN○　　○　　○○し　ノ　　し　　ノ　し　　ノ』L｛〕」o負荷負荷負荷2．単相出力端子　翻出力端子およびコンセント　　○端子電圧は100＞／110V（50Hz／60Hz）です。　　　　　　Wl　WOもぎ　○○W1−WOCON3U1−UO　　　　　↓COM�o◎　　　　↓合計合計総合計〇三相出力を使用しない場合、各端子およびコンセントで使用できる電力は以下の通りです。・DG450MM（kVA）U1−UOW1−WOCON　1CON2CON3CON4合計総合計50Hz7．57．5t5t5t51．57．515．○60Hz8258．251．651．651．65t658．2516．5・DG600MM（kVA）U1−UOW1−WOCON　1CON2CON3CON4合計総合計50Hz9．○9．Ot5圭5圭5t59．018．060Hz9．99．9t651．65t651．659．9198璽騒運転操作［運転準備（仕業点検）］〆國　発電装置内の点検サイドドアを開け，発電装置内に燃料，冷却水，オイルの漏れがないか点検してください。もし漏れがあるときは，その原因を確かめ，原因を解決してから始動してください。團　燃料タンクの油量点検△注意燃料は指定のものを使用し，規定量以上入れないでください。火災のおそれがあります。燃料タンクに燃料が，満タンに入っていることを燃料レベルゲージで確認してください。不足していたら，指定の燃料を満タンになるまで補給してください。注記：運転中に燃料切れになると，燃料系統のエア　　　抜きが必要となります。（下記参照）團　工ア抜き操作本発電機は自動工ア抜き回路付ですから，燃料を補給した後，スタータースイッチを「運転」の位置にします。約120秒でエア抜きが完了します。囲　エンジンオイル量の点検オイルレベルゲージに付着したオイルの位置がr最高線」と「最低線」の間にあれば正常です。不足していたら，指定のエンジンオイルを補給してください。注記：オイルレベルゲージは，一度ゲージに付着し　　　ているオイルをきれいにふき取り，その後，　　　差し込んでオイル量がどの位置にあるか点　　　検してください。し／燃料注入口ノ認　馬　　り＄�演^転操作［運転準備（仕業点検）］〆團　冷却水量の点検　　　　　　　　△注意ラジエータの冷却水量の点検は，エンジン運転中や停止直後を避け，水温が低いときに行ってください。やけどをするおそれがあります。冷却水は，暖かいときにリザーブタンクのFULL〜しOWの間にあれば正常です。不足していたら冷却水をFULしレベル付近まで補給してください。注記：補給する冷却水は，すでに注入してあるLLC　　　の混合割合と同じものを用いてください。水　　　だけの補給はしないでください。月に1度，冷却水が十分に冷めてから，ラジエータキャップを開けて，満水になっていることを点検してください。水位が低い場合は補注水した後に運転し，冷却水が十分に冷めてから再点検します。これでも満水にならない場合は，サービス工場にご相談ください。ウ＼i証’灘團　警報表示灯テスト1スタータスイッチのキーを［運転］位置に回しま　す。2非常停止ボタンを押し，すべての故障表示灯が点　灯することを確認します。もし点灯しないときは　弊社指定サービス工場にご相談ください。3雪運転操作〆国　三相・単相ブレーカのトリップテストテストボタンを押し，主回路遮断器がトリップ状態（［開・OFF］と［閉・ON］の中間位置）になるか確認します。確認後，レバーをいったん［開・OFF］位置に下げないと，　［閉・ON］位置にはできまぜん。蟹0oFF●　漏電遮断装置テストテストボタンを押し，三相・単相ブレーカがトリップ状態になるか確認します。鷹O�oO燃O鮒Q置　サーマルリレー（過電流継電器）テストサーマルリレーのカバーを開け、矢印方向に押し，主回路遮断器がトリップ状態になるか確認します。復帰方式は自動復帰としています。闘　運転準備終了時運転準備（始業点検）が終了したら，サイドドアを必ず閉めてください。3露運転操作［始　動］〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△注意・始動前には遮断器が［開・OFF］であることを確認してください。感電やけがのおそれがあります。・エンジンや発電機の危険箇所に人が立ち入っていないことを確認してください。感電やけがのおそれがあります。・運転中は，出力端子への接触による感電事故を防ぐため，必ず出力端子カバーを閉めておいてください。・運転中は，発電装置内の回転部に巻き込まれたり，熱い部分に触れ，やけどをしないように必ずサイド　ドアをロックしておいてください。1　　固定ナット　廟速ハンドル23鱒！　　、醜　　ダ\熱ふ醐叉　　ユ髄　　　　●始動リリー　　タン戸ト塵一鹸アイドリング⇔ゆ逐翰　　圏随’’一固定ナットを解除の方向に回し、気温が低いときは，予熱灯が赤くスタータスイッチのキーをリリースボタンを押して調整ハンなるまでスタータスイッチの〔始動］に回して，エンジンをドルを［アイドリング］側にセットキーを［予熱］に回します。始動します。します。4　　　　　　　運転@　　　　　　　　　　、エンジンが始動したら，キーか邇閧�離します。キーは自動的に［運転］に戻ります。・スタ一槍の連続使用は，10秒以内にとどめてください。10秒回しても始動しないときは，一旦キーを［OFF1に戻して30秒ほど時間をおいてから再始動してください。・予熱するときは，次の範囲の時間内で行ってください。崖　　　ミ∈ヨk�_　ノエ皿一5〜一15℃一15〜一30℃予熱時間20〜40秒40〜60秒半れ以上の時間で予熱を行うと，バッテリ容量が早く低下したり，グ〔｝一プラグの寿命も縮めてしまいます。33運転操作［暖機運転］〆　　　　　　　　　△注意・暖機運転は長時間行わないでください。シリンダ内にカーボンがたい近し，燃焼不良を起こすことがあります。・異常に気付いたら，直ちに運転を停止してください。異常を無視して運転を続けると，さらに大きな故障や致命的な事故につながるおそれがあります。始動したらエンジンが暖まるまで，5〜10分間無機運転してください。團　暖機運輪中に行う事項○潤滑油圧の点検　圧力計で油圧が正常か点検してください。温潤滑油標準圧力iアイドリング時）DG450MM0．5x　100kPao0．5kgf／cm2｝以上DG600MMOj　5MPao1。5kgf／cm2｝以上峯塑注記：始動直後は，オイルの温度が低いため標準　　　より高い圧力を示しますが，異常ではあり　　　まぜん。温度が上がるにつれて正常圧力に　　　なります。○異常音，異常振動の点検　異常音，異常振動がないか点検してください。　異常音，異常振動があった場合，非常停止ボタン　を押して，エンジンを停止してください。＄轟運転操作［運転準備］〆国　周波数切替スイッチの確認（DG600MM）操作パネルを開いて、内部の周波数切替スイッチが使用する周波数に正しくセットされているか確認してください。漏藩鋤習i　　50Hzii◎｝　608z團　エンジン回転速度の調整「リリースボタン」を押しながら「調整ハンドル」を「運転」の位置に引きます。固定ナット　調速ハンドル鵬！　　、醜　　寓遼リリ脚夏　　oタン7イ鮮リング御踊ゆ遡職ユ髄騨　下達圏　周波数の確認周波数計で指定の周波数になっているか確認してください。異なっているときは，調整ハンドルを回して下記の値にセットしてください。周波数のセット値（無負荷回転時〉50Hz給電約52Hz60Hz給電約62．5Hz、“い’一’．’j認　　　地○○國　電圧の確認電圧計で使用する電圧になっているか確認してください。異なっているときは，電圧調整ダイヤルを回して使用する値にセットしてください。・…、“哨”，ノ　　　V　　　〜○○＄5運転操作［給電］r、・運転中、出力端子には絶対に触れないでください。感電する危険があります。E運転中、回転部に近寄らないでください。巻き込まれ、けがのおそれがあります。E運転中、整備作業はしないでください。感電、けが、やけどするおそれがあります。◇危険圏　給電開始1．負荷側のスイッチがQ．遮断器のレバーを押し上げて［閉・ON］に入れます。R．負荷側のスイッチを順次投入して、給電を開始します。豪L：負荷の頻繁な開閉は、負荷側のスイッチを使用してください。@発電装置の電流計の指示値が定格値を超えないように負荷に注意してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電流計「切」になっていることを確認してくださし�`　　イ隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喫　　　　　　　　　　△注意150Hz107ADG450MM60Hz118A剖…曲り’・・！ノ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ＼、、　　　　　　　　　　　　　　　／50Hz144ADG600MM60Hz157A｛・定格値を超えると遮断器がトリップ状態になります。負荷を減らしてください。　注記：単相負荷の接続をしたときは，各相のアンバランスに注意してください。S．負荷が安定したら，必要に応じて周波数と電圧の調整をします。?@給電中の監視給電中は適時に操作パネルの計器類や表示灯を監視して，必要な操作を行ってください。@　エンジン関係標準指示値（定格回転時）DG450MM油圧計2．0〜4．9x100kPa｛2〜5kgf／cm2｝水温計70〜95℃》諺油圧計0．29〜0．59MPa｛3〜6kgf／cm2｝鵬1�St膨DG600MM水温計70〜95℃1注記：水温が50℃以下のときは，大きな負荷に給電しないでください。E運転中，移動しないでください。けがのおそれがあります。E運転中，マフラ付近は高温になるため，触らないでください。やけどのおそれがあります。E運転中，燃料やオイルの補給はしないでください。火災のおそれがあります。E過負荷で使用しないでください。火災のおそれがあります。△注意�jン竈総運転操作［停止］〆圏　給電停止1負荷側のスイッチを切ります。2遮断器のレバーを押し下げて［OF円位置にし，遮　断器を開きます。3アイドリングで1分間，冷却運転を行ってくださ　い。●　装置の停止型0oFF閉乃蘭△注意・停止直後はラジエータキャップは開けないでください。やけどをするおそれがあります。・運転直後のエンジンには，いかなる部分にも手を触れないでください。やけどをするおそれがあり　ます。スタータスイッチのキーを［停止］位置に回し，抜き取ります。停止ｱ＼37保守及び点検〆発電機を安心して長期間ご使用頂くために，本書に記載する保守と点検について，内容を十分理解してください。△注意・電装品の点検を行うときは，必ずバッチリの（一）ターミナルからケーブルを取り外してください。バッテリケーブルを接続したまま整備を行うと，バッテリの（十）からの電流によりショートし，やけどや火災を起こすおそれがあります。・装置を水洗いするときは，すべてのドアを必ず閉めてください。特に操作パネルに水がかかると，作動不良やショートを起こし，誤作動や火災の原因になります。もし水がかかってしまったときは，エアを吹き付けて乾燥さぜてください。・運転直後のオイルや冷却水の交換は，絶対に行わないでください。熱ぜられたオイルや熱湯が皮膚に付くとやけどをするおそれがあります。オイルや冷却水を交換するときは，エンジンが常温になってから行ってください。1日頃の点検整備は，発電装置を長持ちさぜるとともに，安全運転に大きく役立ちます。必ず実施してく　ださい。2可搬式発電設備の保守点検の実施は，電気事業法上，法的に義務付けられています。点検の種類として　は，日常点検，定期点検，精密点検に区分されています。　日常点検は，電気主任技術者の監督のもと，いつでも運転できるように管理者又は使用者の方が行うよ　うにされています。　定期点検（半年，1年点検），精密点検は，高い整備技術と知識，専門工異が必要になり，調整，交換作　業がたいへん難しくなります。　定期点検，精密点検は，自家用発電設備専門技術者又は可搬式発電設備整備技術者の資格を有する方に　行ってもらうか，弊社指定サービス工場に依頼してください。なお1年に1回以上の定期点検は，自家用発電設備専門技術者又は可搬式発電設備整備技術者の資格を有する方に実施してもらい，「検査済証」を添付してください。謹粥保守及び点検〆次に弊社が推奨する定期点検整備を示します。法的な定期点検と合わぜて，確実に実施してください。なお「仕業点検qO時間給は毎副」以外の項目は，専門技術者が行うか弊社指定サービス工場に依頼して　ください。　1点検整備間隔がすでに前回の点検整備間隔を含んでいるときは，その含まれる項目も同時に実施してく　　ださい。　　（例）「1000時間ごと」の項目を実施するときは，　「50時間ごと」と「250時間ごと」の項目も同時に実　　　　施します。2点検整備の間隔時間は，時間計［HOUR　ME正R】の読みによりますが，必要があると思われるときは，早め　　に実施してください。　　時間計［HOUR　METER】の時間は毎El読み取り，記録してください。　　　　　　　時間計　　注記：発電装置の適正な点検整備の時間の間隔は，用途や使用状　　　　　況，燃料やオイル冷却水の状態などによって変わります。　　　　　実績を見ながら時間の間隔を設定してください。麗　定期点検整備表点検整備時期点検整備項目備考（サービスデータ）外周りの点検運転準備i仕業点検）i10時間門は毎日）エンジンオイル量の点検燃料タンクの油量点検冷却水の量点検（リザーブタンク）50時間ごとエンジンオイル中の燃料，水混入点検冷却水の量点検（ラジエータ）燃料フィルタの水抜燃料タンクの水抜きバッテリの液量・比重点検絶縁抵抗の点検（発電機主回路）500＞絶縁抵抗で1MΩ以上250時間ごとエンジンオイルの交換エンジンオイル量EDG450MM：約／0LEDG600MM：約／3Lオイルフィルタの交換ラジエターフィンの清掃500時間ごとバルブクリアランスの点検・調整バルブクリアランス（吸・排気とも）p25mm（冷態時）燃料フィルタの交換燃料噴射ノズルの点検・調整噴射開始圧力EDG450MM：1t77MPa｛420kgf／crn2｝EDG600MM：1770MPa｛180kgf／cm2｝39保守及び点検〆点検整備時期点検整備項目備考（サービスデータ）500時間ごとVベルトの張り点検強く押した時のたわみ：10〜15mm1000時間ごと外周りのボルト，ナット増し締め締め付けトルクは別紙添付資料による主回路ケーブル端子の増し締め締め付けトルクは別紙添付資料によるオルタネータの点検スタータの点検燃料噴射開始時期の点検・調整燃料噴射開始時期＝圧縮上死点前20．保護装置の作動点検接点閉による回路確認ﾙ常があったとき，作動値を確認する。?ｷ上昇　400℃�圧低下O．5×100kPa｛0．5kgf／cm2｝（DG450MM）p15MPa｛1．5kgf／cm2｝（DG600MM）2年ごと冷却水の交換冷却水量：15L適宜実施燃料系統のエア抜きエアクリーナエレメントの清掃エアークリーナ目詰まり警報発生時に実施エアクリーナエレメントの交換トップオーバホール時トップオーバホールキットの交換オーバホール時オーバホールキットの交換10000時間ごと発電機軸受の交換新しい発電装置，オーバホール後・長期保管後の発電装置は，次の項目の点検整備を，たとき実施してください。この時間に達し点検整備時期点検整備項目備考（サービスデータ）50時間目外周りのボルト，ナット増し締めエンジンオイルの交換オイルフィルタの交換轟�J燃料について〆　　　　　　　　　△注意ここに記載されているもの以外の燃料は，使用しないでください。また燃料は規定量以上入れないでください。火災につながるおそれがあります。圏使用燃料について燃料は市販の軽油（JSK2204）を使用してください。竃軽油　7ぐ《　JlSj2204一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i適合〉〉ノ』燃料は，また気温に適した流動点のものを使用する必要があります。右表により燃料の種類を選定してください。気温li1一　3　9　　　　　−　2　0　　　　　一　曝　0　　　　　　　〔｝　　　　1　G　　　　　2　G　　　　　3　0　　　　　4　01lhhl軽油特3号3号2号1号特1号燃料使用限度性状値表性状使用限度備考引火点法規によるJISK2204，2205y油　50℃以上蒸留性状（90％留出温度）380℃以下流動点周囲温度より6℃以上低いことくもり点周囲温度以下であること残留炭素分（10％残油）土O重量％以下セタン値45以上動粘度20cSt以上（30℃）W．OcSt以下（50℃）P0．OcSt以下（40℃＞P6。OcSt以下（30℃）硫黄分1．○重量％以下用途によっては認められな｢場合があります。水分及び沈殿物O．1体積％以下灰分O．03重量％以下銅板腐食（100℃，3h）No．3以下ASTM　〜No．3iISK2213〜変色番号3比重（15／4℃）○．80〜○．87参考値4咽燃料についてr圏燃料の補給について　　　　　　　　△注意・燃料の補給は，エンジンを止め，付近に火気のないことを確認してから行ってください。・燃料がこぼれたら，必ずふき取ってください。過熱した部分や電気部品に燃料がこぼれると，火災を起こすおそれがあります。・燃料の補給後は，キャップを確実に閉めてくださ　い。燃料は作業終了時に満タンにしてください。これは燃料タンク内にある空気中の水蒸気が凝結して水滴となり，燃料に水が混入するのを防ぐとともに，ごみや水分を分離沈殿させる時間を与えるためです。またこの時間中において，燃料補給時に混ざってしまう燃料中のエアを取り除くこともできます。エアが混ざった燃料はエンジンを不調にさぜます。圏燃料補給時の注意1燃料の補給は，燃料タンクのキャップを取る前に　周りを良く洗い，手やホースを清潔にしてから　行ってください。2燃料タンクのキャップを開けたとき，燃料タンク　の内部にゴミなどがないか，確認してください。　もしゴミなどを発見したら，燃料を少し入れて燃　料タンクのドレンプラグを外し，ゴミなどを完全　に排出さぜてください。3燃料タンクにゴミなどが入らないように，燃料　は必ずこし網を通してから注入してください。　また，ろ紙を使用すると更にろ過できます。》』＿＿一γ蜂・霊、・無恥嘗�dφ（（　0も7》　／て　　　　μ陶、“醐　も　6　44〆尋黛エンジンオイルについて〆●使用オイルについてエンジンオイルはCD級（APIサービス分類）以上を使用してください。不適切なオイルや粗悪なオイルを使用すると，ピストンリングのこう着，ピストンとシリンダが焼き付きを起こしたり，各ベアリングや各運動部分の摩耗を早め，エンジンの耐久性を著しく低下さぜてしまいます。＼／＼！ごε�D　ク）OIし／＼■オイル粘度の選定粘度は下表を参考に，エンジンの周囲温度に適したものを使い分けてください。粘度は高過ぎると動力の損失や油温の上昇を招き，低過ぎると噛切れによる摩耗の増大や燃焼ガスが吹き抜けて出力低下を招きます。弊社では特にオールシーズンタイプのSAE　15W−40を推奨しています。　　　コ◎詮　　　　　の　　　＼認　　　〆4今を、　　グ4・6b　　　　　l　W歎識：｝’意賑）／を　　　　一　　30　＝　　　　、オイルは外気温度に応じて適正な粘度（表を参照）のディーゼル用エンジンオイルを使用してください。○　粘度と気温との関係1←SAE2・・2・W一州一SA臼OW　一一→レ卜SAE4・SAE30　一一→温気℃．宮30≦、∴7151○．イ5：．・25．1：3⇔∫SAε10W−30SAE　15W−4σ20W−40尋3エンジンオイルについてr圏市販エンジンオイルについて△注意エンジンオイルは，他銘柄のものを混合して使用してはいけまぜん。異なった銘柄のオイルを混合して使用すると，オイルの中の添加剤どうしが化学変化を起こし，オイル性能が悪くなることがあります。CD級（APIサービス分類）に相当するエンジンオイルには下表のものがあり，使用することができます。もし，これらのオイル以外のものを使用するときは，CD級（APIサービス分類）に属し，MIL−L−2104C規格（米国軍用規格）に定められたものでなければなりまぜん。○A銘柄、ノ）ゾ／FOノ、A〆ρへB銘柄推奨エンジンオイル表（CD級）会　社　名銘　　柄三　菱　石　油ダイヤモンドHDS−3　エンジンオイル日　本　石　油アポロイルジーゼルモーチブカスタム出　光　興　産ハイディーゼルS−3ジャパンエナジーJOMOデルスターDXコスモ石油コスモディーゼルCD昭和シェル石油ホワイトパロットスーパーS−3オイルモービル石油モービルデルバック1300エツソ石油エクソンD−3ゼネラル石油ゼネラルゼミコスーパーS−3國エンジンオイルの補給について△注意・オイルの補給はエンジンを止め，付近に火気のないことを確認してから行ってください。・過熱した部分や電気部品にオイルがこぼれたり，漏れたりすると火災を起こすおそれがあります。オイルがこれらの部品に付着したらすぐに拭き取ってください。・オイルの給油後は，キャップを確実に閉めてください。趨轟冷却水と不凍液について〆圏使用冷却水について冷却水は軟水（例えば水道水）を使用してください。また水質は下表に適合するものでなければいけまぜん。注記：基本的に弊社基準値を正としますが，下表の　　　推奨値まで使用可とします。　　　　！恭・，　　　　　　　鷲！4禽〆Aゼ／ぐ水質基準値表主な障害項目記号単位推奨値腐食スケールPH（25℃）一一6．5〜8。5i6．5〜8．O）○○導電率（25℃）一μΩ／cmく400iく250）○○全硬度CaCO3ppm〈100iく95）一○Mアルカリ度CaCO3ppmq50i〈70）一○塩素イオンCドppm〈100iく100）○一硫酸イオンSO24皿ppmく100iく50）○一三鉄Feppmく1．0iく1．0）一○シリカSiO2ppm〈50i一）一○蒸気残留物一ppmく400iく250）一○注記：（）は弊社基準値ですが，上記以外に濁度く15度の規定があります。45冷却水と不凍液について〆囲不凍液（LLC＞について　　　　　　　　　△注意不凍液をもし誤って飲んでしまったときは，すぐにおう吐さぜ，医師の治療を受けてください。また目に入ったときも，すぐに多量の水で十分に洗い，医師の治療を受けてください。不凍液は凍結防止効果だけでなく，エンジン冷却系統の防錆効果も兼ねているLLC（巳ングライフクーラント）を必ず使用してください。またLLCは，季節に関係ないオールシーズンタイプ（ノンアミン系）のものを使用してください。弊社では，下表のLLCを推奨しています。曝騰窮　　　ノサノ圏話・・。4／。／％しNーノの冒蜷豪推奨LLC表メーカー名ししC銘柄三菱石油（株）ダイヤモンドディーゼルクーラント三菱自動車工業（株）ふそうディーゼしロングライフクーラント三興油脂（株）D−LLC　No．2000注記：上記以外のLLCを使用するときは，使用可　　　能期間が短くなる場合がありますので，定期　　　的な検査を行う必要があります。團推奨銘柄の性状及び性能・アミンを一切含まないノンアミンタイプ・ケイ酸塩，ホウ酸塩を含まないタイプ・PHは中性に近い，弱アルカリ性・アミン代替えなど，他の添加剤を強化し，またバランスが取れている。・長寿命（標準的には30％濃度で2年以上の寿命を有する）である。轟�於站p水と不凍液について〆圏LLCメンテナンス方法　　　　　　　　　△注意冷却水交換時に排出した冷却水（LLC入り）は，有害であるため，みだりに捨ててはいけません。排水の処分は，LLCをお求めになったサービス工場にお申付けください。（わしLC（冷却水）の交換時期　弊社の推奨するLLCを混合した冷却水は，2年　に一回交換してください。（2）LLC濃度　LLCの濃度は，その地区の最低気温より一5℃　以上の余裕を持って，1年中で30〜60％の濃　度で使用してください。30％未満の濃度では，　防錆，防食効果が低下し，数％の低濃度では腐　食促進剤になる可能性があります。また60％　を超える濃度では，逆に凍結しやすくなり，　オーバヒートも起きやすくなります。　途中で冷却水を補給するときは，水だけの補給　はしないで，必ず最初と同じ濃度のLLCを補　給してください。　　　　へ　　　へ　　　1　＼・譲　〜／　　〜3◎応6◎　　　％LLC濃度表最低気温℃一10まで一20まで一30まで一45までLLC濃度％30405060轟7〆圏冷却系添加剤の必要性エンジンは近年高性能化に伴い，小形軽量：化，高出力化，低燃費化，低公害化の傾向にあります。しかしその反面，エンジン冷却水の使用条件は連続長期稼働，高水温化，高流速化などと過酷になってきました。また冷却系には種々の材料（鉄・アルミ・銅・はんだ・ゴムなど）が使われており，前述の過酷な条件の下に使用されます。そのため各材料に対して，イオン化傾向の違いに起因する冷却水を媒体とした腐食が発生します。その防止策として，冷却水添加剤（LLC）を使用する必要があります。■添加剤の働きと留意点添加剤は多種類の成分が配合されており，その化学反応によってエンジン部品の腐食（イオン化）を防止します。しかし，長時間使用するに従い，添加剤は消耗し，効果が薄れます。また添加剤の成分割合と冷却水系の使用材料の割合がマッチしないと，添加剤中の一部の成分のみが早期に消耗し，防食対象の金属が防食されずに溶けばじめます。更に他の金属防食成分は，溶け始めた金属に対し，促進剤になって腐食が加速されます。この状態は，軟水だけを使用したときよりも腐食を促進し，悪い状態になります。これが防錆，防食添加剤不適の一般的なトラブルです。冷却水と不凍液について囲添加剤に起因する不具合の具体例q）鉄系部品の穴あきアミンは鉄系部品の防錆として有効ですが，銅系部品に対しては問題があることも指摘されています。冷却系での銅の溶け出し（門門部品の腐食）は，他の鉄系部品などの表面に銅を析出することになり，銅が析出した箇所は電池作用により，イオン化傾向が大きな金属の鉄が腐食し，早期に穴あきなどの不具合が発生します。�Aアルミ部品の腐食アルミの防錆として有効であるケイ酸塩は，PH9以下の液中では不安定で，ゲル化沈殿しやすいため，PHは10前後と高アルカリ化に設定されています。しかしケイ酸塩が消耗した後は，アルミに対して攻撃性の高いPHとなっているので十分野管理が必要です。（例）・ゲル化したケイ酸塩による二次的なウオー　　　タポンプメカニカルシールの摩耗促進　　・ケイ酸塩の消耗によるアルミ部品の腐食團ラジエータの穴あきや目詰まり添加剤全体の劣化や濃度不足によって防食性能が低下すると，各種金属の腐食が発生します。その中でも特に黄銅やはんだなどは大きく，ラジエータなどの水漏れや目詰まりが指摘されています。（例）ラジエータの穴あきや目詰まり促進轟鍵保管要領〆　　　　　　　　△注意発電装置を積み重ねて保管するときは，落下等の事故を防ぐため，次の事項をお守りください。・下側になる発電装置は固い地盤上に直接水平に置　いてください。・下側装置の枕木位置の表示部に角材等を敷いてく　ださい。・上側になる発電装置の重心を，できるだけ下側の　発電装置の吊り上げ部分に合わぜてください。・重ねる際は，できるだけ静かに置いてください。・必要に応じて，ロープで固定するなどの転倒・落・下防止処置を施してください。・本機以上の重量機iを積み重ねないでください。次のような場所を避けて保管してください。　塩分のある場所，潮風が吹き付ける場所　腐食性ガスのある場所　ほこりや湿気の多い場所　大きな振動のある場所特に塩分と腐食性ガスは装置の絶縁抵抗を低下さぜたり，制御装置の誤作動を招くことがあるばかりか，外板等の発酵を生じますので注意してください。長期保管を行う場合，シートなどで覆いをすることを推奨します。保管中は1回／月程度のエンジン防錆とバッテリ充電のための運転を行ってください。1回につき約30分間定格回転で運転しますが，バッテリ充電器を用いて充電している場合でも，エンジンは防錆運転として約5分間行ってください。注記：2段積みの状態で運転しないでください。轟�M輸送〆輸送時の荷くずれや転倒防止のため，ロープで発電装置を固定する場合，ロープ掛けをします。0一ブ掛金具　　　！危険　　　け　がこの虚飾立引己竃琴凋禽潟で7ので．由り戸綿fないで《灘8い．遷’F7愚8燈“がるも煽7．’　固定用　癖一月掛　　金具口○◎トラック又は鉄道車両で輸送する場合，特に降雨時は車両走行に伴う大きな風圧によって，発電装置の内部へ雨水が1蔓入するおそれがありますから，車両進行方向に対し発電装置のマフラー側を前方にして積載します。またできる限りシートでの覆いを推奨します。海上船舶による輸送は，発電装置に水がかからないように防護処置を施してください。5�J故障診断と処置〆圏エンジン関係エンジンに発生する可能性が考えられる故障内容と処置を記載します。・始動不能故障の状況推定原因処置1スタータが全く回らないiわピニオンが噛み込まない・バッテリ端子の緩み，外れEアース端子の緩み，外れEスタータマグネットの不良Eキースイッチ，リレーの不良Eバッテリが極端に放電・端子にグリース塗布，確実ﾉ取り付け，締め付けE端子取り付け，締め付けE弊社指定サービス工場へE弊社指定サービス工場へE充電後比重点検，劣化のとｫは交換（2）ピニオンは噛込む・スタータ端子，バッテリ端子@の緩み，外れEスタータコンタクタの不良Eバッテリが放電気味・端子取り付け，締め付けE弊社指定サービス工場へE充電後比重点検，劣化のとｫは交換2スタータの回転が遅い・バッテリが放電気味Eエンジンオイル粘度不良・充電して再始動E気温に適したオイルと交換3スタータは良く回る・燃料系統の異常E気温が低いEガバナ不良・点検E予熱後再始動E弊社指定サービス工場へ4燃料噴射ポンプに燃料が@届かない・燃料切り換えコックの操作ミスE燃料タンクが空E燃料ホースの目詰まり，Nランプ緩みE燃料フィルタ目詰まり，Gア吸い込みE送油ポンプ不良・切り換えコック点検E補給E清掃，増し締め，タンク@ドレーン清掃E交換，エア抜きE弊社指定サービス工場へ5燃料噴射ポンプまで燃料が@届いている・ポンプエア抜き不良E燃料噴射管からリークEノズル不良，ポンプ不良E燃料の不良Eエンジン故障・エア抜きE増し締めE弊社指定サービス工場へE弊社指定サービス工場へE弊社指定サービス工場へ5唱故障診断と処置r・出力不足故障の状況推定原因処置1燃料不足・燃料フィルタ目詰まりE噴射ポンプ，ノズルの不良E〕ントロールリンケージ不良・清掃／交換E弊社指定サービス工場へE弊社指定サービス工場へ2吸気不足による・エアクリーナ目詰まりE吸入空気の温度が異常に高いE排気出門の詰まり・清掃／交換E発電装置据付場所の換気を?PE消音器出□点検3エンジン故障による・失火，噴射時期不良など・弊社指定サービス工場へ・保護装置が作動する故障の状況推定原因処置1油圧低下・潤滑油の不足Eフィルタの目詰まりEエンジン故障・点検／補給E点検／交換E弊社指定サービス工場へ2水温上昇・過負荷E換気不良Eラジエータ冷却水不足，ﾚ詰まりEエンジン故障・各相の電流を点検し負荷をｺげるE発電装置据付場所の換気を?PE点検／補給，清掃E弊社指定サービス工場へ3充電異常・〉ベルト張り不足／切損E充電用発電機の不良・点検，調整／交換はｾ社指定サービス工場へE弊社指定サービス工場へ4過回転・エンジン故障・弊社指定サービス工場へ5窒故障診断と処置〆國発電機関係故障の状況推定原因処置1電圧が全く出ない・AVR不良，電圧計不良・弊社指定サービス工場へ・配線の遮断，端子の緩み，外れ・弊社指定サービス工場へ・発電機不良・弊社指定サービス工場へ2電圧が上がらない・A＞R不良・弊社指定サービス工場へ・周波数が規定値より大幅に低い・周波数を調整・過負荷・各相の電流を点検し負荷を下げる・周波数切替スイッチの誤セット・周波数切替スイッチを正し（DG600MM）くセットする。3電圧を下げられない・AVR不良・弊社指定サービス工場へ4遮断器が投入不可能・過負荷・負荷を下げる・漏電（地絡）・負荷側点検／修理・遮断器不良・弊社指定サービス工場へ5遮断器が開放不可能・遮断器不良・弊社指定サービス工場へ6負荷を大きくすると周波数・過負荷・正常なので負荷を下げるが大幅に低下・エンジン出：力不足・エンジン点検・AVR調整不良・弊社指定サービス工場へ・発電機不良・弊社指定サービス工場へ7保護装置が作動する1）過電流・過負荷・負荷を下げる・負荷側の短絡・点検／修理2）地絡・負荷側の漏電・点検／修理3）発電機巻線温度上昇・過負荷・負荷を下げる（サーモラベル）・換気不良・発電装置据置場所の換気を改善4）発電機軸受温度上昇・軸受不良・弊社指定サービス工場へ本発電装置に故障が生じたときは，故障の内容とともに本発電装置の型番と製造番号をご確認の上，販売店または弊社指定サービス向上にご連絡ください。53主要諸元r　　　　　　　　　　　　　　MODEL?@目DG450MMDG600MM発電機型式回転界磁型ブラシレス三相交流同期発電機周波数　　　　　　　　　　（Hz）50　　　　　　6050　　　　　　60（k＞A）37　　　　　　4550　　　　　　60定格出力（kW）30　　　　　　3640　　　　　　48定格電圧　　　　　　　　　　　（〉）200　　　　　220200　　　　　220定格電流　　　　　　　　　　　（A）106，8　　　　　118。1144．3　　　　　157．5極数4定格力率0．8（遅れ）定格出力（k＞A）7．5×2　　　　8．25×29D×2　　　　　9．9×2単相定格電圧（V）100　　　　　110100　　　　　110エンジン型式S4S−E3DTS4Kモ4T形式4サイクル，水冷，直噴門ターボチャージャ吸気方式排気タービン過給気筒数直4内径×行程　　　　　　　　　（mm）94×120102×130条念行琴呈容禾養　　　　　　　　　　　　　　　　（L）3，3314，249（PS）48．558．366．0802定格出力（kW）35．742．948．559．○定格回転速度　　　　　　　（minつ1500180015001800使用燃料軽油（JISK22041〜3号）使用潤滑油APIサービス分類CD級以上SAE粘度＃40相当潤滑油量　　　　　　　　　　　　　　（L）1QO13．○潤｝骨油消費量　　　　　　　　　　　（L／h）○。04　　　　　　QO5○。06　　　　　0．07冷却水量　　　　　　　　　　　（L）15．Oガバナ形式機械式オールスピード形バッテリ形式130E：41R80D26R×25時間容量　　　　　　　　　（Ah）9255燃料タンク容量　　　　　　　（L）100125装置寸法　　　　L×W×H（mm）1880×880×12402180×880×1240質量乾燥質量（kg）10304200装備質量（kg）11501340性能保証条件：高度＝300m以下，温度＝＝一／5〜十40℃，湿度＝85％以下（結露なきこと）5謁DG450図M　主回路　　　　　　　　　　　　（電流計0〜150A）　　認簗農，　　　（。琶罰v，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A涛コ5ATζ袋）��　ぼ�F津α＝Fr一幽轄一扁騨一曹’一一F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま発電機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51G　””一”o　　ω　　　　　　一　Ri　〔grα二T�@ヒ〉§9＞�F2Rの1　　　　　　　　　　　潔�ｳｬ切螢XイツヂU0HZ　3．9AT0HZ　3．6Abτ1（筏）嘲「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MCC8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NCCB　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8123EA　等25AT）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出力端子台AS．1。。S87，AT、　　！…／22・Vむ韓e＞・き15　　　　W／Rにe》乖・　奪愚＠騨，GO）（150／5A）ｵ�`（　　R：　　　　　u1一C　　　　　　　100／kΦ界ξし（1DAO／，甲レきw愚烈l　　　　　iIw／R目3、5w／R励3．5冨／R’　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　：へ（21）E（（o1／1（20〕メ奮○〆：し愚　　　　　UO一iuo）Yレ　過回転@　S　検出ユ＝ツト@　　　　w1−@　　　　　　　　　　100／@　　　　WO一／�_（2）r：w／L　曜_　亀幽：L　w／L盈3．5W／L鳳｛「13．5W／L　　書ｭ　　　　T　　l旨：1：「；1；1：1：1：1；1：13［：iL1ト　（3…）贈1丘ぐ1」〔30）（　　○冶E｛ll：5（3）岨ヨ1」Cτ2（右）i150／5A）1　●P伽m2◎●〔0）Y　流Y　　一●3．S爾m2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lr…「　　　　　　　　　　　　　　　　1鷹郡Y（S2）�駅　　　S8T　　（200＞）22鱒2@　　（τ衿　　　　（T2）@SHTi200V）　14囎塾i0）　14B一　　　1�．臣，1→←1惇14紐鵬2●R（＄肇）　　　　　日Ψド100川OVﾝ陰1SA×4　1　1　鵬き書1：1慶5．5m�p凄マ「、qO）董4Bし“＿一，＿“輔＿一響＿一一，（20）14B〔30）14B／…　　　　　　　BpY@　　　　　　＜＜＜C、4厭．Or・@　CN3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉・@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顯ルー　　　　　　　　　　　　§　　　　　　　　　　　　　　　　（K6EL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30mA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O・1SEC）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ZCT口　　　　　　　　　　　　　R　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ZDY　　　　　　　　　　　　（0τG−L21）Gr＿く・津@ノ寄＼＞1、4LlABC　AVR　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　3　　1†？＞L26論）3L　　　　　　　　　　　　　　（Z2）Ye＿〜　VibN5∴〉＞e’Vi@、@＼@」　　　Gpg　！　　　　δv、（30Ω　Y〉　　　＿」_　　　＼R　　　；藍　　　CN：2ｮ》▽▽v1　　齢。10）4@Y／w　　禦@　　　　質　　　　　　　51G　Y／R　　O@　oX8　　97　09п@　GND　　　　　　　　　　　　　　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一@　　　　　　　440V　董．5　μFa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　N@　　：@　　｛　　　：@　　［　　　：》1　　　：　　　1　　　：＿1　｝　l　　　i　　　：　　　1漏躍接地端子　　　：紹）E去　　　‘　　　　　　　　　　　　　　＿　　　1CoしorCode賢貿黒BR@　　20W）@　　　CN7@　　　　＿．．．一．，　　　　　　　CN6／CNl　　　CN5　　　CN6策Bn　　　　　　　　　　　　　　　S2W　V@　　　　　　　　　　　　　　L＿TO　ENG．CIRcu1τ．q　W　　　　　　　　　　　　　　　　　Gr・5赤R檀Or黄Y緑G誌。@　　W／Y蕾し　　　　　　　　　　　　　　　　�oPき錦E1．1A，　　　CN1　　　　　　　　　　　　　　　＞一＿3＿JCN8　　　　　　　≧≧｝　　　　　　　　　Acc　　　　　　　　　　　　　　　　321　　　　　　　CN2弘W／LW／LW／Y着葉し9窯Viガ∋》　　　　w翻班G野w白一臣GND1　　　⊆　　584X　　90R（1KΩ　1／4W）　電圧調整器注1．謝蜷圧試験時は、AVRと綴報ユ＝ットの＝〕ネクタをはずすこと。注2．リード線ストヲイブ色は、地色／ストライプ色で記す。注3，⊃ネクタの端子翫列園は、ワイヤハーネス側のかん合面より晃たものとする。CN3謹謎4NC　　　　　wCN7A・。　　　　wCN，昔100／110V　75A100／110V　75A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周波数計　　　　　　　電圧計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遡流計cG600図図　主回路図　　　　　　　　　　（・〜2・・A）　　　　　（45〜65Hz）　　　（o〜300＞）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AささA喬5x��に�@3α＝℃野　｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註　　ブラシレス交流発電機　　　　　　　　　　　　　　ζ@　　　　L×一E　34DL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51G6u　一一’幽｝層…“’一申騨…”1　　u5Φ貝き＞　2　：£畠トー　ト”89＞・　〉電流切蕾Xイッチ）60目Z3。9A50HZ　3．6ACTI（左）　　　　　　　U重書　　　　　　　　　　　　　　　　Y　　　　　　　　　過回転　u2ぐ@　　　　　　　検出ユ：＝ット　　　　岡CCBiEA2038　175AT）卜48　　　　　　　　　　　　　　　　卜耀CCB嶢轟（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（S−100SB　100AT）卜181　　｝　　1韓睾（2QG〆5A）ｵu、適○急　（U2）閧Q　　　（X［I　　　u1kl俄濫．1lo昂｝　　　　　　　　　　　　l　I、　　　U21t黄1撮1響i　　　　l　　　　　　　　　；V董（　　　、11V1l　　V坊　1ﾛ　1ee孚φノ’l　I　Y／○．一驕；／�_1　．V嘩，　　　　犀D2傘1　引：W2醜／マ乳｝盈tk　　しレ　�e　長：襯／襯基ε§昌Z11翼舅i・w／○tIF　日bT2佑）i2GO／5A）●22臨摂●●3．5陥20（s2）14m旧a等4用旧2唾−晦｝愚柵　　　　　　　町x（S2）　　　　　　　（200V）勲12（TD　｝@S目Ti200V）@　（T2）　1　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　：ﾆ｝　　　　1堰@　　　　！o●監R〔s1）酷　（S1）診　　　：@　　…　　　；@　　1　　　：@　　［　　　：@　　「　　　：@　　i　　　：@　　i　　　：@　　1　　　：@　　【　　　：@　　1　　　：@　　i　　　：@　　1　　　一闊黹h線曲褻　　　　　　　　　　　　18湘2　属m醗2@　　　　　UV34E3iJ　　　　　　　　．　　　　　　　1R　　u1−@　UO−刀@　w葉一@　WO−s竃00／月ON漏躍接地端圭一K「　P　一　聯　齢　「0X^／／／YZ朧罵弐ej1　　YO＜】《　く《YｫG　　UV34ε3」　　　　　AVR（DST−100−2FA〕j　　5　　　4　　3　2　可2（3　　　　　　　　　　　　　　　　　　過回転@　　　　　　　　　　　　　　　　　検出ユ＝ツトq　　　　　　　　　　　（ZDY　　ZCTく−，CN18n舜L　　　　　　　　　　　（Z2）Y　　　　　　　　　　　　　　　　く《ζ＼vG　　、Y　　　OひI　　　　w　　、R！　、！　ノ診1。（鍵94＜＜、ノG5060Hz　Hz　OY　50@版OPU0gzV＼qぐ了ノw／しCN2@　　　　CN3　　W／L　W／LW／Y　　　　　　　　　、@　　　　CNI　　　　　V　　U　　　　　　　　CN2▽v▽▽　ll　　　22G　5IG　　　質x／R　　駆G　O　O@　　g@oX8　　97o　GNO　　　　　　　　　漏電リレー　　　　　　　　　　　　　　　CN4@　　　　　　（K6EL　30mA　O．1SEC）x／W　　婆G　　　　　　　　　　　　　　　　　　c　　　W／L　　　　　W／Y　　　　　　　4∠10V　　1　・5　　μF，　　　　　　　　　CN4E　　　　　　　　　詰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）＝色　名色　記　暑報・・3S2　W　V　Uwゆ黒B一ノξ臼w　　　　　　　　　　コ?g数切奮えスイツチ@　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　潔赤Rぐ茎縁G覆Y茶Br　　　　　　　　＼@　　　　　　　○一」@　　　　　　OP　　　制御回路図へ@G　Y誌XK鐸　R　W／L驚L若藁Lg　　　　　　　　・襯5W）橿OP　90Ri騨整器　　　輿蝉黎Vi灰Gr！　　1　、d3　4　3100／110＞　90A100／110V　gOA15A×4DG450卜4図　制御回路CN1茎C酎肩5RCM一一量12V欝報ユ＝：ツト　一　　　1w《実w翻興AV−60　F8sG2VオールタネータSOA）8SEC丁1図εR○ストツブソレノイド水温スイツチ油圧スイツチ水混ユニツト��132A61−09010エアーフィルタ雷づ濠リスイツチGIO℃）（49kPα）海圧ユニツト里翌翌麗｛（12V−22．6A）P34690−G2100哲C880−902酬130−06605204−503GO05202−50100餅嚇　　STARTεR一繭しR巨］ヱ土ε30τ（12V2，2kW）」愚＼ン→トw」六BOE弔R囚CMO一・��一（12Vも2Ah）uuグ〔コーブ…5グεB60／G2VX4）Ψ　　＼！V　　VLm15Bpo⊃凹酬庸BATTεRY十グO一インジケータR2A66−08噛00ミ」oコ〉≦ミo⊃3Y／し　Y／L《63虹X噛G飛Eε閥8r・く廼xoo動匡Y／8　Y／B〈Oo噛囲��しεD2≡≧皐ミ潔〈儲湧oo囲◎Y／RY／Rs麹LEO35R／8く騨5RR2雇E冊→o十囲酬GY／掃しEO4氷8P4／wスタータスイツチ，R筆o日　OPLし10Aw騨く�S��・　　囲30890−05200感oAc噸R／woo酬しEB5Or〜OAｾ）1W／Gw／R　　くWR而L一一｝《泄國幽酬『しεBξY／G！Y／Gh、〈5R∠　R囲酬B88B8くきしε07ス工L／8　　　　し／B　　＞＞圏ひしEO5降UO6ヱ」8縛4＿。塾4×QCN9」o⊃CN8ノ繍．≦CN7焉ノ≧　o_AA偶ノ婁＼〈C鐸6α⊃款窒ミ〉茎ヱoコ皿ミαコα：トミ」α⊃ノ＼　　8／Y　唖鋤@　　8＞〈＼《‡剥≡≧ミにに田≧uり爪〈ノB。?r一　　　箋妙≧…§　・・1　ヌα二＼ψ@�t�o」＞」帰o⊃ミ3ゐ一〇　一〉B／掃8／轡里望讐￥腰oq3F，▼医‘｝　‘、で｝‘馳む舎ダイオード5E12573489しsw8sεsしRP8　567314十P（5eov｝jA）○一つoH騰ランフ　テスト酎?竡~スイツチよよよ▽▽▽▽水温馨？慈疏潜o0通翻転横協ユニツト四uV発電豪示，ユコ＝ア抜轡摺ンフV200−540引買賦スタータ32A66−19100リレーセーフティ闇13◎一757ワレーコントO一ル協A12−0200董タイマー　晒閲薯才i9999．9目P）GND　Acc5蓄G22G04525−BOOO04541−32700｝．了63・xl畷7…xl@了・2Gxl／酬…X｝7一奪1昌21CN9CN8CN7CN6ミ仁LL�t576910��OOSしR51w／RY／RY／しw」ooooユら」〉畢23451ooB！、463　84×T（しYQ2　AC200V）¢，、，♂園￥7息　　64ノ屈7匿「二　へ3C憎0偽m冒CMノ　　　工@　　HY／GY／塀Y／θ8洋登〜r　　　へL／w↑CN3＼箏儀＼〆！　　＼l！CN2ooGBnOO働漂87CoしourCodeCN3ユw＄2黒BノH茶8rGr　Op　B／R赤Rスタータスイツチ注1．耐電圧試験時は、AVRと覆報ユ＝ットのコネクタをはずすこと。糧OPBBpAccR1R2c浅2、リード線ストライフ色は、地色／ストライフ色で詑す。麓Y逮2．5A30A50A　50A20A注3．＝｝ネクタの端子配列鴎は、ワイヤハーネス働のかん台面より晃たものとする。緑G僚止0DG600擬制1卸回路3RCM　2CN1224V憲報ユエツト一幽05w　CMO`　　1宴w「　1し、團Hε86Qミに｝　髪ｮ鵬，　　　　　ストッフ　ソレノイド@　　　　ヨ勾287−00030@　　　　（PULし24．6A　HOし90．5A）8SEC　T姻巳R��オールタ串一タi24V　35A）@　　　　エアーフィルタ　　水温スィツチ　油圧スィツチ　水滋ユ＝ツト　　油圧ユニツト@　　　　琶づまりスイツチGOO◎C）　　（49kPα）闇闇…湖呼…�o．〜．．．　．�o．．�o剛「……w．…圃．内…．．．．…．．圃　．．「…．．躍遭里5ε34390−OO601　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　Sqータ　リレーSτARTεRi24Vsk騨）侮しR　　34690−02100P　　　　　　　　　　　　　　　岡C880−900　き1辱130−056　05204−5030◎　　05202−50100撃土餅63q了いA蓋9駒Ii　　　　　　志「G一　σ一」　　　80D26Rx2@　G2V−55Ah）@　　（CCA　582）da60　　HEB60　エアーヒータ@（22V−95《）a戸uu8R　　　　曳，　　　　　8帰w　　Ψ@　VV＿＿．＿髄■璽ピ『F5　　　　　　CM　1@　　　　　　　ミ　　　　　　　　卸更〉ぐ》一9圏酬十ミ」口⊃ミaコY／しY／L6鐡x噛遷H・臼AT花飛Yノ3＼ぐ＜鯉xOO6Rξ烈Vしεo⊇O　O一圏くくY／BノY／B駒　8X49舅X一@　（〉・m馬3、Y／R『噛閣酬しω3ヒータインジケータ@縛EO19−912@r幽一一一｝卿つY／R−〈／　　　　　2R　スタータスイツチ　30890−05200脇而R／Y『o酬R2　　　　　　　　　FUSEGY／w、くノ／騨噛山　　　し厳04（＼輝型o　　Or齢　10ASwo．囲酬RI　　8n@　BbρAcR／鐸、　w！RノOr　1QAw／Gw／飛w／R　　ノ襯　　　しεgsG酬一　一｝、、　Y／G　　　懸』層OOr閃　　　　　　　　幽@　　　　　　　　　膨06Y／G！《2R　　、W囲酬BB8！　　8q＼7、｝3L／B＼、し〆B�o欄しピ07Sし口｝8　■@》潤l＼@αりぐo蔓ンo　　J@　NA　　，鐙〉q5a3＞8；ミ一一E　　　o�⊃　　　　　　　　　　　〈　　　　＼　　　　　　　　　　o　　　　　　o⊃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CN9臣U2　　　　　　　　　　　8／Y●ζα⊃o蛇ユ建ユミo島乏蔭∵…、　　　ダイオード　　（600V　LIA）爪ノB3ぐ　x　　　　ヱ@　　＼〈！黶@　　〉建　　　　ユ＜e≦　　　　　　　馬A　　　　C腫6　ノ@　　�_ミ鑑3に＼〈ノ／斎　　／�oｿ＝＼Φ　　　」＞」＼〈CN5@　αコミ3ミ〉躍匿コF」CN8　　卜t山謬→〉酬▼層54312ESしRP8　567　　314舎嬉1112573489　幸g凹』／／／Q℃○夢ダイオード　　　　　　　　C睡8穿v　　　　　　　！！ｨ　　5E@　ランフ@　　　　騨63Q・【…xi51Gxl・・Gxi・・捜1ILTTT丁c◎詞↑6適鰯転検田ユ＝ツトQ　　　口@　　7　8910　　　　　　　〉〈　　B＿く@　　　　　　　　P　　　（600V1・1A）@　　　　　　　　　　　無w曜表承灯　　エア撫聾ポンフ@　　　　　34561−09201@　　　　　C葭9@　　　　観、，　　　　　　84Xn／GW／GB／Y@　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　＞@　　　　　　　CM　1P　　　　　　　w／R　　　WA　画51G　22Glヨ…醤跳騒へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デスト・@　　　　　　　　　　　　　藤総俸止スイツチ　　水温髄　　　　油田豪O4525一〜3GOO　O噂541−82700@　　　　　　　WRY／RY／し@　　　　一勲　　　　　　　　Y／GY／WY／8B　　　ミ　　　」ｵ／騨δoδ歯隻oコ」〉一【12　345　　　　　　　　　セ鼎フヂイ　リレー　　　　　コントO一ル　タイマ’　　　　　時聞肚@　　　　　　　　　阿EO49−233　　　　　　　　　　　16A12−01000　　　　　　　（9999‘9H「）bN1量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CN7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CN6　　　　　　　　　　　C糎5氏@翼　八顧〈ΨΨ↑CN4、ノk廿　　7一x　78／RへG　　　　　予儲@　　G　　BpbN4　　　　｝@　　　匿署一ノ　CN@曾　　52スタータスイツチ逮B£§、1ε£盈、轟、9、停止○予熱○○○十りこ運転0○○始動○○○へ＝遍ト○○注§己4．謝電圧試験時は、AVRと屡報ユ＝ツトのコネクタをはずすこと。2．り一ド線ストライプ色は、地色／ストライプ色で詑す。3．コネクタの端茅配列圏は、ワイヤハーネス醐のかん合薗より晃たものとする。4。カツコ内言己暑は、　線番を示す。Gr　O吟B／R〕主働蹄図へ1CN3　四灯酬示し袈照輻晶笹A　鎗　御　P源匪母猟卸N測c◎低麹扉し0曾　0亘し　PRESS．商水溜特IG精騒AT巳R　TE凶P．過鳳流OVER　CURRENτ地箱EARTH　FAUしτ充電畏常CH《9GεFAULTエアーフィルター邑づ塞りCしOGGED　A1R　Flし「「ER遍回転OVER　REVOしUTIO糊CN3俗誌8，．ﾈ1三三三一．保証書　　　（Type−B）このたびは新ダイワ製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。お買い上げいただいた製品につきましては、つぎの通り保証いたします。！．保証期間無償保証修理を受けられる期間はお買い上げ日から1年間といたします。但し、つぎの使用開始後の累計時間を経過したものは保証いたしかねます。　　・発電機　　　　　�@10kW未満は600時間　　　　�A10kW以上は1，000時間　　・エンジン溶接機　　�@ガソリンエンジンは600時間　　�Aディーゼルエンジンは1，000時間2。保証内容　保証期間に通常の使用状態で本機を構成する部品に材料または製造上の不具合が発生し、弊社がこの欠陥を認めた場合にかぎり、修理を無償でいたします。3．保証の適用除外つぎに示すような場合は保証期間中であっても有償修理となります。　（1）取扱説明書に示す正しい取扱い操作や日常・定期点検、保管方法を行なわなかったために生　　　　じた故障　（2）弊社が示す仕様の限度をこえて使用したために生じた故障　（3）弊社が認めていない改造・変更が原因となって生じた故障　（4）弊社のサービス指定工場および弊社が認めたところ以外で修理し、それが原因で生じた故障　（5）弊社の純正部品以外の部品を使用したために生じた故障　（6）時の経過による変化（塗装面・メッキ面の自然退色、発錆など）　（7）一般的に晶質、機能および安全上に全く影響がないと認められる音、振動、オイルのにじみ、　　　外観上の軽微なキズなど　（8）自然災害または事故、過失、不注意による本機の損傷　（9）一般消耗品等で使用上における自然摩耗と認められるもの　（10）バッテリー溶接機、エンジンスターターなどに使用されるバッテリー　（1D製品が日本国外で使用された場合4．注意事項　（1）本保証書の提示なき場合または記載内容の不備あるいは改訂のある場合は保証しかねる場合　　　　があります。　（2）本機の故障に起因するまたは関連するあらゆる損失および費用は保証の範囲から除外させて　　　　いただきます。　（3）保証書の再発行はいたしませんので、大切に保管してください。機種（型式名）：製造番号：お買い上げ日：　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日お名前：印お　客様おところ：〒Tεし：ご職業：住所：販　売　店店名：sEし：印　　　1湊黙懸難聾嘩購ソG篤ノ　　　亀。保護謬品番19701−02005蓉一襲　藤縄難豊野・羅躯籍騨脚捕幽磯難解《《講奪夢



